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【呼び方】 


呼び方 

意味 

Wndov^s XP 

Mercs oft® Vil vdovs® XP Professional Cperati ng Systen0 

Mercs oft® Wndov«® XP hbn® Edi t i on Cperati ng Systen0 □口 

Wndov« 2000 

Mcrosoft® Wndov«® 2000 Professional 

Wndov^B 1^ 

M crosoft® Wndov«® M11 enni umEdi ti on 

Wndov^ 98 

Mcrosoft® Wndov«® 98 Cperati ng Systen0 □口 

M crosoft® Wndov«® 98 Cperati ng System Second Editi on □□口 

Wndov^s 95 

Mcrosoft® Wndov«® 95 Cperati ng System 

Wndov\s NT 4. 0 

M crosoft® Wndo\A6 IMP Q^erati ng SystemVersi on 4. 0 \A6rkstati on 

Wndov^ 

WndoAS XP, Wndov^s 2000, WndcAAS Nfe, Wndov^ 98, Wndov\s 95, 

Wndov^s INJT 4. 0Q □ □ 


[ ご注意 ] 

1) 本製品及び本書は株式会社アイ • オー • データ機器の著作物です。 

したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁 
じられています。 

2) 本製品及び本書の内容については、改良のために予告なく変更することがあります。 

3) 本製品及び本書の内容について、不審な点やお気づきの点がございましたら、弊社 PLANT コールセン 
ターまでご連絡 < ださい。 

4) 本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承く 
ださい。 

5) 本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により戦略物資等輸出規制製品に該当する場合があります。 
国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続き;^必要になる場合があります。 

6) 本サボートソフトウェアの使用にあたっては、ハヽックアップ保有の目的に限り、各1部だけ複写できる 
ちのとします。 

7) 本サボートソフトウェアに含まれる著作権等の知的財産権は、お客様に移転されません。 

8) 本サボートソフトウェアのソースコードについては、如何なる場合ちお客様に開示、使用許諾を致し 
ません。また、ソースコードを解明するために本ソフトウェアを解析し、逆アセンブルや、逆コンパ 
イル、またはその他のリバースエンジニアリングを禁止します。 

9) 書面による事前承諾を得ずに、本サポートソフトウェアをタイ厶シェアリング、リース、レンタル、 
販売、移転、サプライセンスすることを禁止します。 

10) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命 
に関る設備や機器、及び海底中継機、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての 
使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システム 
などに本製品を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などか 4 生じてち、 
弊社ではいかなる責任ち負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延 
焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期されるよろご注意願います。 

11) 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。 
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サボート、及びアフターサービス等を行っておりませ 
んので、予めご了承く ださい。 （This product is for use only i n J apan. \lt bear no 

responsi bi I i ty for any danages or I osses ari si ng from use of, or i nabi I i ty to use, thi s 
product out si de J apan and provi de no t echni cal support or after-servi ce for thi s product 
out si de J apan.) 

12) お客様は、本サポートソフトウェアを一時に 1 台のパソコンにおいてのみ使用することができます。 

13) お客様は、本製品または、その使用権を第三者に対する再使用許諾、譲渡、移転またはその他の処分 
を行〇ことはできません。 

14) 弊社は、お客様が【ご注意】の諸条件のいずれかに違反されたときは、いつでち本製品のご使用を終 
了させることができるものとします。 

• 1-0 DATA, PLANT は、株式会社アイ • オー • データ機器の登録商標です。 

• Microsoft,Windows,Windows NT は、米国 Microsoft Gorporation の登録商標です。 

• その他、一般に会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 
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( 本製品を使えば… ] 

本製品を使えば、無線 LAN ブロードパンドルータ 「 WN - B 11/ BBRH 」 ゆ無線 
LAN アクセスポイント 「 WN - B 11/ AXP 」 を使用したネットワークゆ、無線 LAN 
USB アダプタ 「 WN - B 11/ USB 」 と通信することができます,:， 

また、本製品に接続したパソコン同士で LAN を形成することになりますので、 
パソコン同士のデータのやりとりなどを LAN 経由でできるようにもなります。 


く ネットワーク構築例〉 
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必ずお守りください 

ここでは、お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正し<お 
使いいただくための注意事項を記載しています。 

ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。 




■警告及び注意表示 


/ K 擎告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損 
傷を負ろ可能性か>想定さ n る内容を示しています。 

八;キ意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負ろ可 
能性 又は 物的損害 のみの発生が想定される 内容を 示しています。 


■絵記号の意味 


A 


この記号は注意〔警告を含む）を促す内容を告げるちのです。 
記号の中や近< に具体的な内容が書かれています。 


例） 




「発火注意」を表す絵表示 




この記号は禁止の行為を告げるちのです。 

記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。 



「分解禁止」を表す絵表示 



この記号は必ず行っていだ;だきたい行為を告げるちのです。 
記号の中や近< に具体的な内容が書かれています。 



「電源プラグを抜く」を表す絵表示 
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A 警告 


必ずお守り < ださい 


❶ 

厳守 



分解禁止 


電源プラグ 
を抜く 


発火注意 


❶ 

厳守 


本製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器の 
メーカーが指示している警告、注意表示を厳守し、正しい手順 
で使用してください。 

警告 • 注意事項を無視すると人体に多大な損傷を負ろ可能性があります。 
まだ;、正しい手順で操作しない場合、予期せぬトラプルが発生する恐れがあ 
ります。ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが指示している警告、注意 
事項、正しい手順を厳守して<ださい。 

本製品をご自分で修理■分解-改造しないでください。 

火災や感電、やけど、故障の原因となります。 

修理は弊社修理係にご依頼<だ'さい。分解したり、改造した場合、保証期間 
であっても有償修理となる場合があります。 

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してくだ 
さい。 

電源がある場合は、電源を切ってコンセントからプラグを抜いて<ださい。 
そのまま使用すると火災 • 感電の原因となります。 

本製品の取り扱いは、必ず取扱説明書で接続方法をご確認に 
なり、以下のことにご注意ください。 

•接続ケープルなどの部品は、必ず添付品または指定品をご使用< ださい。 

指定品以外を使用すると火災や故障の原因となります。 

•ケープルにものをのせたり、引っ張ったり、折り曲げ • 押しつけ • 加工な 
どは行わなし\で<ださい。火災や故障の原因となります。 

•ポード製品の揚合は、指定されたス□ットにきちんと差し込んで<ださ 
い。正し<装着されていないと、火災および故障の原因となります。 

本製品の取り付け、取り外し、移動の際は、本製品の取扱説 
明書をご確認になり、必ず/《ソコン本体■周辺機器および本製 
品*の電源スイッチを切り、コンセントからプラグを抜いてから 
行ってください。 

※電源スイッチを持っていない製品 、 Plug & Play 製品 （ USB , IEEE 
1394, PC カードなど）は除<。 

電源コードを抜かずに行ろと、感電および故障の原因となります。 
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必ずお守りください 


㉘ 

水濡れ 
禁止 


本製品を濡らしたり、水気の多い場所で使用しないでください。 

お風呂場、雨天 • 降雪中、海岸 • 水辺での使用は火災 • 感電 • 故障の原因と 
なります。 


❶ 

厳守 


決められた電流内で使用してください。 

本製品を出力電流の絶対最大定格を超えた電流で使用または保管すると火 
災•感電 • 故障の原因となります。 


0 

禁止 


故障や異常のまま、通電しないでください。 

本製品に故障や異常が'ある場合は、必ずパソコンから取り外して<ださい。 
また、電源や AC アダプタがある場合は、通電をしないで<ださい。そのま 
ま使用すると、火災 • 感電 • 故障の原因となります。 


0 

禁止 


本製品を病院内で使用しないでください。 

医療機器の誤動作の原因になることがあります。 


〇 心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 以上離して使用し 
てください。 

齡^1! 

I " 電波によりペースメーカーの動作に影響を与える恐れがあります。 


0 

禁止 


本製品を飛行機の中で使用しないでください。 

飛行機の計器などの誤動作の原因になります。飛行機の中ではコンピュータ 
の PC カードス□ットから本製品を取り外して<ださい。 


0 

禁止 


日本国外で使用できません。 
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必ずお守り < ださい 


_ A 注意 _ 

A 本製品を使用する際に、取扱説明書などでの操作手順説明と 
異なった操作をしてデータが消失した場合は、データの保証は 
—切いたしかねます。 

取扱説明書などで、操作方法を確認して操作して<ださい。 

また、故障に備えて定期的に/ ゞ ックアップを行って<ださい。 

修理の際、検査のためにデータの消去などを行ろ場合があります。修理にお 
出しになる前にもパックアップを行って<ださい。 

本製品は以下のような場所(環境)で保管 ■ 使用しないでくださ 

ml 故障の原因となることがあります。 

•振動や衝撃の加わる場所 
•直射日光のあたる場所 
•湿気やホコリが多い場所 
•温湿度差の激しい場所 

•熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒータなど） 

•強い磁力 • 電波の発生する物の近く 

(磁石、ディスプレイ、スピーカ、ラジオ、無線機など） 

•水気の多い場所（台所、浴室など） 

•傾いた場所 

•本製品に通風孔がある場合は、その通風孔をふさぐよ〇な場所 
(保管は問題ありません） 

•腐食性ガス雰囲気中 （C I 2 、 H 2 S 、 NH 3 、 S0 2 s NO x など） 
•静電気の影響の強い場所 

•保温性 • 保湿性の高い（じゅうたん • スポンジ • ダンボール箱 • 発泡スチ 
□ールなど）場所（保管は問題ありません） 


0 

禁止 


本製品は精密部品です。以下のことにご注意ください。 

參落としたり、衝撃を加えたりしない 

參本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 
參重いものを上にのせない 

參本製品内部に液体、金属、たばこの煙などの異物を入れない 
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必ずお守りください 


0 

禁止 


本製品のコネクタ部分には直接手を触れないでください。 

静電気が流れ、部品が破壊されるおそれがあります。また、静電気は衣服や 
人体からち発生するため、本製品の取り付け•取り外しは、スチールキャビ 
ネットなどの金属製のものに触れて、静電気を逃がした後で行って<ださ 


い0 


0 パソコンから本製品にアクセス中（アクセスランプ点灯中）に電 
源を切ったり、パソコンをリセットしないでください。 

故障の原因になったり、データが消失するおそれがあります。 
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本製品で使用する電波について j 

本製品は、 2. 4 GHz 帯域の電波を使用しています。 

本製品を使用する上で、無線局の免許は必要ありませんが、以下および次ページの 
注意をご確認ください。 

■以 下の近くでは使用しないでく ださい。 

• 電子レンジ/ペースメーカー等の産業 ■ 科学 • 医療用機器など 
-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を 
要する無線局） 

• 特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

上記の機器などは、無線 LAN と同じ電波の周波数帯を使用しています。 

上記の近くで本製品を使用すると、電波の干渉を発生する恐れがあります。 
そのため、通信ができなくなったり速度が遅くなったりする場合があります。 

• 携帯電話/ PHS / テレ ど/ラ ジオを本製品の近くでは、 

でぎるだけ使用しないでください。 

携帯電話 / PHS / テレビ/ラジオなどは、無線 LAN とは異なる電波の周波数帯を 
使用しています。 

そのため、本製品の近くでこれらの機器を使用してち、本製品の通信やこれ 
らの機器の通信に影響はありません。 

ただし、これらの機器を無線 LAN 製品に近づけた場合は、本製品を含む無線 
LAN 製品が発する電磁波の影響によって、音声ゆ映像にノイズが発生する揚 
合があります。 

■ 間に鉄筋や金属およびコンクリー トがある と通信できません。 

本製品で使用している電波は、通常の家屋で使用されている木材やガラスな 
どは通過しますので、部屋の壁に木材やガラスがあってち通信できます。 
ただし、鉄筋ゆ金属およびコンクリートなどが使用されている場合、電波は 
通過しません。部屋の壁にそれらが使用されている場合、通信することはで 
きません。 

同様にフロア間でも、間に鉄筋ゆ金属およびコンクリートなどが使用されて 
いると通信できません。 
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本製品で使用する電波について 


2.4 GHz 帯使用の無線機器について 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業 • 科学 • 医療用機器等の 
ほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許 
を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用さ 
れています。 

• この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電 
力無線局が運営されていないことを確認してください。 

-万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が 
発生した場合には、速やかに使用周波数帯を変更するか、または電波の発 
射を停止した上、下記連絡先にご連絡いただき、混信回避のための処置等 
(例えば、パーティションの設置など）についてご相談ください。 

• その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉 
の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きた場合は、次の連絡 
先へお問い合わせください。 

連絡先： PLANT コールセンター電話：金沢 076-260-3644 

東京 03-3254-1144 



2. 4 ： 2. 4 GHz 帯を使用する無線設備を表す 
DS :変調方式を表す 

4 :想定される与干渉距離を表す（く =40 m ) 

:全帯域を使用し、かつ、移動体識別装置の帯域 
を回避可能であることを意味する。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協会 CVCCI ) の基準に基づ<ク 
ラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としてい 
ますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従つて正しい取り扱いをしてください。 


1〇 





Q 使用上の注意 

本製品は非常に精密にできておりますので、お取り扱いに際しては十分注意 
してください。 

_取り扱い上の注意 

• コネクタ部分に金属を差し込まないでください。 

• ぬらさないでください。. 

•ラジオゆテレビ、オーディオ機器の近くでは高周波の信号により、ノイズ 
を与えることがあります。 

-モータなどノイズが発生する機器の近くでは誤動作することがありますの 
で、必ず離してお使いください。 

_使用上の注意 

•本製品はパソコンの「スタンパイ」、「スリープ機能」、「レジューム」、 
「ハイパネーシヨン」には対)®しておりません。 

本製品を使用する場合は、これらの機能は無効に設定してください。 

. 修理について 

• 本製品の修理は弊社修理センターにご依頼ください,:， 

改造などを行って、電気的および機械的特性を変えて使用することは絶対に 
お止めください。 
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使う前 [ 


では、本製品を使う前の作業について、願を追って説明しています。 

箱の中を確認する 

内容物リストを確認します。 

▼ ぼ14ページ 

動作環境を確認する 

本製品を使うことができる機種ゆ 0 S などを確認します。 

▼ ぼ15ページ 

各部のなまえとはたらき 

本製品の各部のなまえとはたらきを確認します。 

▼ ^ 20ページ 

使用モードを確認する 

本製品をどんな形態で使用するのかを確認します。 

li ^ 21ページ 












箱の中を確認する 


ご使用の前に以下のものがそろっていることを厂にチェックをつけながらご確 
認ください。 

万一、不足品があリましたら、弊社サポートセンターまでお知らせください。 


■ 箱や梱包材は大切に保管し、修理などの輸送の際にご利用ください。 
■ イラストは若干異なる場合があります。 


r ~ 本製品 （1 枚) 


厂 ハードウェア保証書 （1 枚) 



r サボートソフトディスク （1 枚) 

[ CD - ROM ] 





r ハードウエアシリアル no . シール 


(1 枚) 




ユーザー登録はお済みですか？ 
「ユーザー登録力ード」に登録方法 
が記載されています。 

登録してから次ページへ進みま 
しよラ。 
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動作環境を確認する 


本製品の動作環境を確認します。 

対応 機種 ~ 

CardBus 規格に準拠した PG カードス□ット （PCMCIA TYPED ) を搭載〜し、 
CD - ROM ドライブ （ 「設定ユーティリティ」のインストール用）を搭載〜した 
下記の機種 

• NEC PC 98- NX シリーズ 

• D 0 S / V マシン 

弊社では、 0 ADG 加盟メーカーの D 0 S / V マシンで動作確認を行っております。 
※1本製品は16ビット PC カード形状ですが、 CardBus 対応のパソコンが必要です。 
※2 CD - ROM ドライブが無い場合は、17ページを参照してください。 

対応 0 S (日本語版） ~~ 

- Windows XP 

• Windows 2000 

• Windows Me 

•Windows 98 (Second Ed it ion 含む) 

- Windows 95 0 SR 2 以降 （—0 SR 2 以降の確認は 19 ページ参照） 

• Windows NT 4. 0 (Service Pack 4 以上) 


通信可能檐器 


IEEE 802. 11/1 EEE 802.11 b 準拠の無線 LAN 製品と通信できます。 

既存の有線 LAN ( LAN ケープルで接続されているネットワーク）との接続には、 
アクセスポイント（以下の WN - B 11/ AXP など）が必要です。 

《弊社製品例：丽 - B 11 シリーズ》 

■ WN - B 11 /PCM (本製品 ㈡ 本製品で通信） 

-画- B 11 /AXP (別売の弊社製無線 LAN アクセスポイント） 

- WN - B 11 /USB (別売の弊社製無線 LAN USB アダプタ） 

-丽 - B 11 /BBR (別売の弊社製無線プ□ー ドパンドルータ） 

- WN - B 11 /BBRH (別売の弊社製無線プ□ー ドパンドルータ） 

-丽 - B 11 /PRS (別売の弊社製無線プリントサーパ） 

- WN - B 11 /INS (別売の弊社製無線 ISDN ルータ） 
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動作環境を確認する 


• 以下とは通信できません。 

弊社製無線 LAN PC カード PCWN - W 10 
弊社製無線 LAN PC カード WN - A 54 シリーズ 
弊社製コードレスネットワークシンフォニーシリーズ （ WN - S /560, 
WN - S / PCI , PCWN - S ) 

弊社製無線スイッチングハブ WNA - FSWH 4 
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動作環境を確認する 


CD - ROM ドライブが無い場合 


本製品を使用するには、サポートソフトディスクをインストールする 
ための CD - ROM ドライプが必要です。 

ノ\°ソコンに CD - ROM ドライプが無し)揚合は、以下を行ってください。 

/ インターネット上の弊社ホームページ ( http :// www . iodata . co . jp/l ib /) 
よリ、本製品の「設定ユーティリティ」のファイルを入手します。 

2 ハードディスクドライブ （ Windows がインストールされているドライ 
ブ〉に、任意のフォルダを作成し、入手したファイルをそのフォルダで 
展開してください。 

このあとのインス!''ール手順内では 、 Windows XP の揚合は、サポートソフト 
CD - ROM が要求された時に、作成したフォルダ内の 「 WINXP 」 を指定してくだ 
さい。その他の 0 S の揚合は、 「 SETUP . EXE 」 を実行して<ださい。 


(Windows XP で PC カード接続の CD - ROM ドライブをお使いの場合) 

本製品を使用するには、サポートソフトディスクをインストールする 
ための CD - ROM ドライプが必要です。 

Windows XP をお使いで、パソコンに PC 力ードスロットが1つのみで、かつ PC 力ード 
接続の CD - ROM ドライブをお使いの場合 、 インストール時に CD - ROM ドライプが 

使えません。 

以下の方法で「サ ポー トソフト」の内容をハードディスクにコピーしておい 
て < ださい。 

/ パソコンに CD - ROM ドライブを接鋏し、パソコンの電灑を入れます。 

クエクスプローラを起動します。 

[スタート]—[すぺてのプログラム]—[アクセサリ]—[エクスプ 
□ー ラ]を順にクリックします。 





動作環境を確認する 


3 [すべてのファイルを表示する]に設定します。 

1. [ツール]メニューの[フォルダオプション]を選びます。 

2. [表示]タブに移動し、[すべてのファイルとフォルダを表示 
する]をチェックします 。 (Windows XP の揚合は、[表示] 
タブの[詳細設定]欄にあります。） 

3. [0 K ] ポタンをクリックします。 



[ツール]メニューの[フォルダオプシヨン]が無い場合、次の手順で設定します。 

① [表示]メニューの[フォルダオプション]を選びます。 

② [表示]タブの[すべてのファイルを表示する]をチェックします。 

③ [0 K ] ボタンをクリックします。 

4 CD - ROM ドライブにサポートソフトディスクをセットします。 

5 ハードディスクドライブ （ Windows などがインストールされているドラ 
イブ）に、任意のフォルダ（ディレクトリ）を作成します。 

6 サポートソフトディスクの内容をすべて手顧ぢで作成した 
フオルダ（ディレクトリ）に コピーし ます。 


このあと、インストール手順内では、サポートソフト CD - ROM が要求された時 
に、上記の手順 5 で作成したフォルダ内の 「 WINXP 」 を指定してください。 
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動作環境を確認する 


Windows 95が 0 SR 2 以降かの確認方法 

Windows 95には、 0 SR 2 より前と 0 SR 2 以降のバージョンがあります。 

本製品では、 0 SR 2 以降の/ ゞ ージョンでのみ使用できます。 

Windows 95のパージョンかで SR 2 以降かは、以下の方法で確認できます。 

•確認方法 _ 

r [マイコンピュータ]を右クリックし、表示されたメニュー内の 
[プロパティ]をクリックします。 



2 表示された[システムのプロパティ]画面の[情報]タブでの 
[システム]欏の番号で確認できます。 


システムのフ W ティ 



表示されている番号が [4. 00.950 B ] または [4.00.950 C ] の場合 
0 SR 2 以降の バージョンです。本製品を使用できます。 

表示されている番号が [4.00.950] または [4. 00. 950 a ] の場合 
0 SR 2 より前の バージョンです。本製品を使用できません。 

本製品で使用できる 0 S (対応 0 S :15ページ参照）にバージョン 
アップしてください。 










各部のなまえとはたらさ 

各部のなまえとはたらきを確認します。 



LINK ランプ 


ランプ 


モー r 


状態 


Infrastructure 


緑色点灯：アクセスポイントと通信が行われてい 
る状態 

緑色点滅：ネットワーク上にアクセスポイントが 
見つからない状態 

消灯 ：機能が停止している状態 

(パソコンから取り外せる状態の時） 


LINK 



緑色点灯：通信できる他の無線 LAN 製品を探して 
いる状態、まだ;は、他の無線 LAN 製品 
と通信できる状態 

緑色点滅：ネットワーク上に通信可能な無線 LAN 
製品が見つからない状態 
消灯 ：機能が停止している状態 

(パソコンから取り外せる状態の時） 


802.11 Ad hoc 


緑色点滅：通信できる他の無綜 LAN 製品を探して 
いる状態または、他の無線 LAN 製品と 
通信できる状態 

消灯 ：機能が停止している状態 

(パソコンから取り外せる状態の時） 
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使用モードを確認する 

本製品をどのような形で使用するのかを確認します。 

ここで確認したモードによって、設定方法が異なリます。 

本製品には、 「 Infrastructure 」 と 「Ad hoc 」 の2種類の通信形態がありま 
す。本製品をどちらの通信形態でご使用になるかをお選び<ださい。 
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使用タイプを確認する 


【お選びください】 

ご使用のモードが決まつたら、以下にチエックを付けましょう。 

その後、それぞれのページをご覧ください。 

1 Infrastructure モート 

「 Ad hoc モ—ド 

^~ '-y 

2 3ページ 

6 3ページ 

[アクセスポイントと通信する] 

[無 縞 LAN アダプタのみで通信する] 

へお進みください。 

へお進みください。 
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アクセ pK イントと q 信する 

irfrastructure モード 


本製品とアクセスポイントを使用して通信するためのセットアップをします。 

①アクセスポイントを設置する 


アクセスポイントの設置をし、アクセスポイントの設定などを確認しま 
す。 

▼ ド24ページ 



本製品をパソコンに接続し、ドライパをインストールします。 

0 S により手順が異なります。 

▼ 1^- 25ページ 



本製品とアクセスポイントを使用して通信するための設定を行います。 

^ 56ページ 
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①アクセスポイン P を設置する 

無繚 LAN アクセスポイントと通信する場合は、次のように設置をしておいてくださ 
L'o 

1 アクセスポイントの電源を入れた状態で設置します。 

アクセスポイントの設置方法については、アクセスポイントの取扱説明 
書をご覧ください。 

9アクセスポイントの rsSIDj ( ESSID ) をメモします。 

アクセスポイント取扱説明書をご覧になり、下に書き込んでください。 
※ SSID は【③使ってみる】の設定で使用します。 

▼確認した SSID(ESSID) を記入してください。 

SS IDfESS ID) |" 


3 アクセスポイントの[暗号キー]をご確認ください。 

アクセスポイント取扱説明書をご覧ください。 

暗号化されている場合は暗号キーをメモしてください。 

※暗号キーは【③使ってみる】の設定で使用します。 

はじめて、弊社製 WN - B 11/ BBRH などのルータ機能を持つアクセスポイント設定 
する場合は、 ADSL モデムやケーブルモデムとつなぐ必要はありません。アク 
セスポイント側のインターネット接続に関しては本製品との無線接続が終了 
した後にアクセスポイント付属の取扱説明書を参照して設定を行ってくださ 
い。 




•SS ID とは？ 

複数の無線ネットワークが存在する場合に、それらをグループ化するための 
識別子 （ ID ) です 。 SS ID が一致していないと、そのネットワークには参加で 
きません。アクセスポイントによっては 、 SS ID が ESS ID と記載されている場 
合もあリます。 


2 4 
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②接続とインストール 



Windows XP で使う 




手順内で指示があるまで、本製品を pc カードスロットに挿入しないで 


ぐゴさい。_ 

まだ挿入しないで 
ください。 



/ 管理者権限のあるユーザーで Windows XP にログインします。 


2 


本製品のラペル面を上にして、 pc カードスロットの奥まで挿入します。 



PC 力ードスロットの位置 
は、お使いのパソコンに 
よって異なります。 

バソコンの取扱説明書をご 
覧ください。 
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②接続とインスト 


3 


[一覧または特定の場所からインストールする]をチェック後、 
[次へ]ボタンをクリックします。 



4 サボートソフトディスクを CD - ROM ド 
ライブにセツトします。 



-(ぎ 

サボードノフトディスク内の [ SETUP ] アイコンは、本製品を Windows XP 以外で使用する 
場合にセットアップするものです 。 Windows XP では [ SETUP ] アイコンを実行しないでくだ 
さい0 


2 7 








②接続とインストール 


5 [次の埸所で最適のドライバを検索する]をチェック後、 

[次の場所を含める]のみ をチェックして(その他の項目のチェックは外 
してください〉、[参照]ボタンをクリックします。 



6 [マイコンピュータ] — CD - ROM ドライブ— [ WINXP ] を 
顒にダブルクリック後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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②接続とインスト 



弊社製ソフトウェアが確認された時点で、マイクロソフトが認証するソフトウェアでは無 
いというメッセージが表示されますが、そのまま統行します。（特に 間题 ありません。） 
—マイクロソフト社は WHQL という組織において、パソコン本体や周辺機器などを 
対象とした認定手続きを実施してお y ます。 

このたびお買い上げ頂いた製品は、現時点では認定を受けてお y ません。 
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②接続とインストール 


9 


しばらくして以下の画面が表示されたら、サポートソフトを取り出し、 
[完了]ボタンをクリックします。 


新し〇八ードウ I ア®技出ウィザード 



以上でインストールは終了です。【③使ってみる】 （56 ページ) 
へお進みください。 
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②接続とインストール 



手順内で指示があるまで、本製品を PC 力ードス a ットに挿入しないで 
ください。 


まだ挿入しないで 
ください。 



《カードを挿したまま、バソコンを起動してしまった場合…》 

万一、カードを挿したままパソコンを起動した場合は、本製品を認識する H 
面（以下の画面）が表示されますが、以下の手順を行って、本製品を取り5 
してください。 

① 以下の画面の [キャンセル]ポタン をクリックし、中断します。 

② そのまま、 Windows を一旦起動し、 Windows の終了を行います。 

③ パソコンの電源を切って本製品を取り外してください。 

(画面は Windows 2000での例） 


新しい八ードウェアの検索ウイザードの開始 


微器ビドゥ 17 デ 船 用の ■ドラ 搬ン 



続行するには、はへ]をクリックしてください。 


ク I 」ック 


_ L "1] _ キャンセ^\ 








②接続とインストール 


/ Windows 2000 / Me /98/95 を起動します。 


19注意/ 


Windows 2000にて本製品を使用する場合は、 Administrator 権限を持ったユーザーで 
ログインしてご使用ください。 

2 サボ—トソフトディスクを CD - ROM ド 
ライブにセツトします。 




お使いの環境によっては、 [ Setup ] と表示されずに、 [ Setup . exe ] と表示される場合があ 
リます。 
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②接続とインスト 


[次へ]ボタンをクリックします。 


想こセ产.筋 4 用の 1 "ぬ 11 Shield 


teallshield ( ro ^ t % s ^^^^ 



凶 


く民る(巨 〉I 


( E .. W : 股 


クリック 


[次へ]ボタンをクリックします。 


^stallShield ウィサ 'H'、 


インストル先の S 択 

セットァッフ W フ7ィルをィンストルするフォルヶそ逞折してください。 

セットアッフ15、次のフォルケ1こ WN-B11/PCM セットアッつ*フ tl ケ'ラムをインストルします。 
このフォルダ'へのインストールは、 D 欠へ]ホ''タンをクリックします。 

別のフォルダ'へインスト'■ルする塌合は、[参照]ホヤノをクリックじ T フオルタそ逞択じ C くださ U 


インストル先のフ翁' 

C：¥WNB11PCM _ 参照 (E)... | 
















②接続とインストール 













②接続とインス!'ール 



本製品が Windows に「新しいハードウェア」として検出されます。 
■Windows Me /98/95 の場合 

本製品のドライバが自動的にインストールされます。 


■Windows 2000の場合 

以下の画面力^表示されますので、[はい]ポタンをクリック 
します。 



弊社製ソフトウェアが確認された時点で、マイクロソフトが認証するソフトウェアでは無 
いというメッセージが表示されますが、そのまま続行します。（特に問題ありません。） 
—マイク ロソフ ト社は WHQL という組織において、 パソコン 本体や周辺機器などを 


対象とした認定手続きを実施してお y ます。 

このたびお買い上げ頂いた製品は現時点では、認定を受けてお y ません。 
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②接続とインストール 


11 本製品の [ LINK ] ランプが点灯または点滅していることを確認します。 

弊社アクセスポイントを設置している場合は点灯します。 


A 



【困ったときには】の P 126 
をご参照ください。 




[ファイルのコピー]画面が表示される場合があります。 

籲お使いのパソコンが Windows Me プリインストールモデルの場合 
—①[ファイルのコピー元]欄を以下のように指定します。 
[ C :¥ WINDOWS ¥ OPTIONS ¥ CABS ] 

(Windows Me がインストールされているドライブが C ドライブの場合の例） 
② [ OK ] ボタンをクリックします。 

I ファイル net . 932が見つか 1 J ませんで 
id # した。 

続ける I こは ’Windows Millennium 
Edition 1 のラペルが付いたディスクが 
必要です。このディスクは、コンビュー 
夕またはテリ彳’イスの製造元から配布され 
ています。 

_ファイルのコビー元 (G): _ 

:: ¥WIND0WS¥0PTI0NS¥CABS 1 ^1 


①入力 



翁他の Windows からアップグレードインストールした場合 ( CD-ROM から Windows Me 
をインストールした埸合） 

—①[ファイルのコピー元]欄を以下のように指定します。 

[ C :¥ W 1 ND 0 WS ¥0 PTI 0 NS¥INSTALU 

(Windows Me がインストールされているドライブが C ドライブの場合の例） 
② [0 K ] ボタンをクリックします。 




①入力 


ファイル net . 932が見つかりませんで 
した。 

続けるには ’Windows Millennium 
Edition ’ のラペルが付いたディスクが 
必要です。このディスクは、コンビュー 
夕またはデノ V イスの製适元か6配布され 
ています。 

_フアイルのコビー 7E(Q): 

|C ： ¥WIND0WS¥0PTI0NS¥INSTALL) 
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②接続とインストール 


觸注意/ 

— 


rWindows 98 CD - ROM 」 を要求された場合は 
—©「Windows 98 CD - ROM 」 を CD - ROM 卜♦ライブにセツトします。 
② [0 K ] ボタンをクリックします。 



さらに、以下の画面が表示された場合は 

- KD [ファイルのコピー元]欄を以下のように指定します。 

[ D :¥ WIN 98] ( CD - ROM ドライブが D ドライブの場合） 

※Windows 98プリインストールモデルをお使いの方は、次ページの「注意」 
もご覧ください。 

② [ OK ] ボタンをクリックします。 





[ファイルのコピー]画面で、お使いのパソコンが Windows 98プリインストールモデルの 
場合は 

—①[ファイルのコピー元]欄を以下のように指定します。 
[ C :¥ WINDOWS ¥ OPTIONS ¥ CABS ] 

(Windows 98がインストールされているドライブが C ドライブの場合の例） 
② [ OK ] ボタンをクリックします。 



Windows 95プリインストールモデルを Windows 98 (Second Edition を含む)へアップグ 
レート♦した場合、および Windows 98プリインス!ルモデルを Windows 98 Second 
Edition へアップグレードした場合は 

—①[ファイルのコピー元]欄で、 [ C :¥ WINDOWS ¥ OPTIONS ¥ CABS ] は指定せず、 
CD - ROM ドライブを指定してください。 

② [0 K ] ボタンをクリックします。 














②接続とインストール 
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②接続とインス!'ール 



12 デスクトップ上の[設定ユー于イリテイのインストール] 
をダブルクリックします。 



/.? 以下の固面が表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 
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②接続とインストール 



15 [ESS ID ] を設定し、[次へ]ボタンをクリックします。 

与【①アクセスポイントを設置する】 （24 ページ）で記入した 
[SS ID ] (または [ESS ID ]) を入力してください。 



•本製品を含め、同一のアクセスポイントと通信する無線 LAN アダプタ製品は、すべて 
同じ ESS 1 D にする必要があリます。 

■ESS ID およびチヤンネルの値が他の無線 LAN と重なると、他の無線 LAN に通信の 
内容が流れる、あるいは、他の無線 LAN の通信が来てしまいます。 

そのために起こったトラブルに対しては弊社は一切責任を負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 
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②接続とインス!'ール 



■アクセスポイント使用時の通信チヤンネルはアクセスポイントの通信チヤンネルが 
使用されます。 


“ Infrastructure ” を選択後、[次へ]ボタンをクリックします。 
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②接続とインストール 


17 画面の指示にしたがいます。 

① [次へ]ポタンをクリックします。 

② [次へ]ポタンをクリックします。 

③ [はい…]をチェックします。 

④ [完了]ポタンをクリックします。 


$パソコンを再起動します。 



18 パソコン再起動後、[スタート]—[設定]—[コントロールパネル] 
の[アプリケーションの追加と削除]を開きます。 
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②接続とインス!'ール 


19 ここまでの手頭で不要となった 

[ WN - B 11/ PCM セットアッププログラム]を削 M {します。 

[ WN - B 11/ PCM セットアッププ□グラム]をクリック後、[追加と削 
除]ポタンをクリックします。後は、画面の指示にしたがってくださ 
い。 

■yiy- 

' w 1 ' 

[ WN - B 1 1 PCM ] は削除しないでください。 


アブリケーシヨンの追加と則除のブ □ パティ 


インスト' - ルと則除| Windows ファイル j 起勒ディスク| 

Mi フロッピーディスクまたは CD-ROM から新しいアプリケーションをイン 

スト'-ルす5には、[インストル]をクリックしてください。 

インスト'-ル QL I 


Qf 層 P 母,明 


ROM 


次のソフトウIアは自勅的(こ則除できます。アプリケーションを肖 IJ 除 
したり、その橘成ファイルを変更 t るには、一 S から逞んで Di 加と 
則除]をクリックしてください CD r - 

①チェック 


追加と則除®.， 


②クリック 


以上でインストールは終了です。【③使ってみる】 （56 ページ) 
へお進みください。 
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②接続とインストール 



/ Windows NT 4.0 を起動し、 Administrator 権限を持ったユーザーでログ 
インします。 


2 サポートソフトディスクを CD - ROM ド 
ライブにセツトします。 
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②接続とインス!'ール 


[マイコンピュータ]内の CD - ROM ドライブの [ Setup ] をダブルクリツ 
クします。 



お使いの環境によっては、 [ Setup ] と表示されずに、 [ Setup . exe ] と表示される場合があ 
リます。 
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インストル先のフォルダ 
C ： ¥WNB11PCM 


_ #PS(R)... 















②接続とインストール 



内容を確 B し、同意するなら[はい]ボタンをクリックします。 


Down I を押して下さい 0 ° " 


END USER LICENSE AGREEMENT FOR INTERSIL CORPORATION’S ^1 

PRISM Wireless LAN Software =j 

NOTICE TO USER ： INTERSIL CORPORATION IS WILLING TO ENTER INTO A 
LICENSE ONLY UPON THE CONDITION THAT YOU ACCEPT ALL OF THE TERMS 
CONTAINED IN THIS LICENSE AGREEMENT. BY OPENNING THE SOFTWARE THIS 
ACKNOWLEDGES YOUR ACCEPTANCE OF ALL THE TERMS AND CONDITIONS OF THIS 
AGREEMENT. 

This Inters i I Corporation ( W INTERSIL A， ) Single user license agreement 
(the ^AGREEMENT^) is a legal agreement between you (^CUSTOMER* 1 ), a 
single entity, and INTERSIL (the "PARTIES") for the INTERSIL software 
Product ident it led above, which includes computer software, firmware, 
associated media, printed materials, any upgrades, eind online or _| 

前述のラ代 :^ 契約のすべての条項に间意しますか？ aK 〗 え ] 巾 '' めを逞択すると、 
t ゥトアゥ T は中止されます。 WN-B11PCM を〇ストするには、この契約に同意いただ 
く必要があります。 _ _ ^ - 

< 戻る (B)( H クリック 
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②接続とインストール 


8 [ESS ID ] を設定し、[次へ]ボタンをクリックします。 

与【①アクセスポイントを設置する】 （24 ページ）で記入した 


[SS ID ] (または [ESS ID ]) を入力してください。 



ESSID は無線 LAN デ|トアに付けられる名前です。同じ無線 
LAN デ|トアに：?ク W するこは、すぺて间一の ESSID を 
設定してください。 

注意： ESSID は後から変更できます。 


ESSID 


[default 




①入力 

半角英数字で32文字まで入力可 
(大文字、小文字の区別あり） 


:戻る (|j 欠べ'！！厂 


②クリック 


■曾 

_本製品を含め、同一のアクセスポイントと通信する無線 LAN アダプタ製品は、すべて 
同じ ESS ID にする必要があります。 

■ESS ID およびチヤンネルの値が他の無線 LAN と重なると、他の無線 LAN に通信の 
内容が流れる、あるいは、他の無線 LAN の通信が来てしまいます。 

そのために起こったトラブルに対しては弊社は一切責任を負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 



■アクセスポイント使用時の通信チヤンネルはアクセスポイントの通信チヤンネルが 
使用されます。 
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②接続とインス!■'ール 
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②接続とインストール 


10 画面の指示にしたがいます。 

① [次へ]ポタンをクリックします。 

② [次へ]ポタンをクリックします。 

③ 以前にネットワークの設定で [ TCP / IP ] を設定していない場合は、 

[はい]ポタンをクリックして<ださい。 

※以前に [ TCP / IP ] を設定していた場合は、画面は表示されません。 
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②接続とインス!■'ール 


以下の画面が表示された埸合は、 III 

__ 「Windows NT 4.0 」 CD-ROM 

次のょつにします。 

① 「Windows NT 4.0」 CD - ROM を 
CD - ROM ドライプに挿入します。 

② CD - ROM ドライプの i 386 フォルダを指定します。 

(以下の画面例は、 CD - ROM ドライプが D ドライプの場合） 

③ [次へ]ポタンをクリックします。 



12 以下の画面が表示されたら、ネットワーク上（アクセスポイントで接 
続されているネットワークも含む）で DHCP サーバを使用しているなら 
[はい] ボタンを、 DHCP サーバを使用していないなら[いいえ] ボタ 

ンをクリックしてください。 



クリック後、 [ TCP / IP のプロパティ]画面が表示された場合は、 
ネットワーク管理者に設定を確腿してください。 
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②接続とインストール 


13 [いいえ、後でコンピュータ•…] をチェックし、[完了]ボタンをク 
リックしてください。 


セットアッフ°の完了 



セゥトアゥ T は、：|ンヒ°ユ^!へのフ74 :を完了しました。 

アロク''ラム雄用するには、 Windows または: D ヒ"ュづを再起 
射]する必要があります。 




①チェック 


^いいえ、後で：1ンじュ4を再起勅します〆 


防茂:^?は遽梵鞞。し、 


_ _ I ]完了令 


②クリック 


M お使いの環境を選択します。 

この後の手順は、お使いのパソコンのネットワーク設定により異なりま 


す。 


▼すでにネットワークを設定している場合 
▼お使いのパソコンに LAN ポートがある揚合 
手順 处 （55 ページ)へお進みください。 

▼以前にネットワークを設定していない場合 
以下の手順/ 5 へお進みください。 

注意！ドメインコントローラにログオンする設定へ変更すると 

「NET Logon 」 の値は[自動]になりますが、改めて[手動]に 
する必要はありません。 


15 [スタート]—[コントロールパネル]の 

[サービス]アイコンをダブルクリックします。 
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②接続とインストール 


19 [ネットワーク]アイコンをダブルクリックし、 

[サービス]タブで[追加]ポタンをクリックします。 


ネットワーク 



20 [ RPC 構成]をクリック後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


ネットワークサービスの逞択 


星 


インストルしたし、ネットワークサービスをクリックい:、 [0 K ] をクリックい:ください。この 
]ンホ°-ネントのインストルディスクがある埸合は、[ディスク使用]をクリックい:くださ 
い。 


ネ ットワーりサ十、又 ■ 「 
.1 .--HI- L-'/lA- ^ 


①クリック 


放 

g SNMP サ-ビス 
g ネットワークモこ夕 




d 


ディスク使用砂… 


0 K 


3i 


②クリック 


21 [いいえ]ポタンをクリックします。 


ネットワ設定の変更 


口 


$ ■祇饰啦对故如屯離！^る纖刺ます。 


今すぐコンビュ-夕を再起射 j しますか？ 


Q .3： い W 


J ぃぃぇ0^； 


ク I 」ック 
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②接続とインストール 


22 再度、サービスパックをインスト-ルし直します。 


23 パソコンの電源を切リます。 


24 本製品のラペル面を上にして、 pc カードスロットの奥まで挿入します。 



PC 力ードスロットの位置は、 
お使いのパソコンによって 
異なります。 

パソコンの 取扱説明書を參照 
してください。 


25 パソコンの電源を入れ ,、 Windows NT 4.0 を起動します。 


26 本製品の [ LINK ] ランプが点滅していることを確 E します。 



点滅 



[ LINK ] ランプが 【困ったときには】の P 126 

点滅しない揚合は…_ I ~レ/^ をご参照ください。 


以上でインストールは終了です。【③使ってみる】（次ページ） 
へお進みください。 


55 


























③使ってみる 

本製品をアクセスポイントと通信させるための設定を行います。 

•ここで設定すること 

アクセスポイントと通信する際は、本製品で以下の設定が必要です。 

[SS ID ] や[暗号キー]が同じでないと通信できません。 

本製品の設定の前にアクセスポイントの設定を確認しておいてください。 


▼本製品に必要な設定 


モー r 

[ Infrastructure ] 

SS ID 

24ページで記入した [SS ID ] 

暗号キー 

アクセスポイントと同じ[暗号キー] 

(股定方法は【通信を暗号化する】（103ページ)参照） 



•接続するパソコンのネットワーク設定を、完了しておいてください。 
詳しくはネットワーク管理者やアクセスポイントの取扱説明*をご確認 
ください。 
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③使ってみる 



[クラシック表示]の場合は、[ネットワーク接続]アイコンを 
クリックして手順4へお進みください。 


蜷 

ネで接 


3 [ネットワーク接続]をクリックします。 



4 [ネットワーク接続]では、インストール済みの[ワイヤレスネットワー 
ク接続]アイコンが表示されますのでアイコンを選択後、[この接続の設 
定を変更する]をクリックします。 















③使ってみる 

5 [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ]が表示されますので 

[ワイヤレスネットワーク]タブをクリックします。 


ふワイヤレスネ9トワーク接耪®ブ D パティ 


6 [利用できるネットワーク]中にネットワーク名 （24 ページで確認した 
SS ID ) が表示されますので選択後、[構成]ボタンをクリックします。 



ワイヤレスネ9トワーク接袋のブ□パティ l '? Jlx | 
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③使ってみる 


7 [ワイヤレスネットワークのプロパティ]画面が表示されますので暗号化 
( WEP ) の設定を行う場合は設定し、暗号化を行わない塌合はそのまま 
[0 K ] ボタンをクリックします。 



8 [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ]へ戻りますので 
[0 K ] ボタンをクリックします。 


以上で設定は完了です。 
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③使ってみる 



Windows 2000 /Me/98/95/NT 4.0 で使う 

アクセスポイントの電源が入つていることを確認してください0 



2 本製品を装着したすべてのパソコンの電灘を入れます。 

本製品の [ LINK ] ランプが緑色に点灯するかを確認してくださしヽ。 





[ LINK ] ランプが 
消灯している場合は- 




【困ったときには】の P 126 
をご参照ください。 


3 設定ユーティリティを起動します。 

[スタート]—[プ□グラム]— [ WN - B 11 PCM ] — [Configuration 
Utility ] を順にクリックします。 
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③使ってみる 


4 [動作設定]タブで[モード]が [ Infrastructure ] となつていること 

を確認し、 [ SSID ] がアクセスポイントと一致していることを確認しま 
す。 



[モード]が異なっている場合や、アクセスポイントがネットワーク上に見 
つからない場合は、 [ LINK ] ランプは点滅します。 


5 アクセスポイントで暗号化設定をしている場合は、[暗号化]タブで暗 
号化の設定をします。 
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③使ってみる 


6 正常に通信できているかを確認します。 

正常に通信できている場合、[リンク状況]タブで[状態]が 
“Associated . ”と表示されます。 

確認後、 [0 K ] ボタンをクリックして、画面を閉じてください。 



か 


[Associated . ] 以外の 

表示がある場合は… 




【困ったときには】の P 134 
をご参照ください。 


以上で設定は完了です。 
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無線 LAI^I アダプタのみで通信する 

Ad hoc モード 


本製品を使えるようにするには、以下の作業が必栗です。手頭にしたがって 
準備しましよう。 

本製品を使用する環境を確認します。 

▼ 64ページ 

②接続とィンスト U ^ 

本製品をパソコンに接続し、ドライパをインストールします。 

0 S により手順が異なります。 

▼ 65ページ 

③使ってみる 

本製品を接続したパソコン同士で通信するための設定をします。 

^ 79ページ 
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①使用環境を確認する 

本製品を使用するには 、 SS ID と IP アドレスを決める必要があります。 


f 本製品を使用する環境を、以下から選び、チェックを付けます。 


r 新たにネットワークを構築 
する （1 台目の導入） 

^既存のネットワークで使用 
する（追加導入） 

2 SS ID (ESS ID ) を決めます。 

任意の SS ID (ESS ID ) を決め、 

下に書き込んでください。 

(半角英数字32文字以内で設定し 
ます。大文字、小文字の区別もあ 
ります。） 

ネットワーク管理者に SS ID 
(ESS ID ) をご確認ください。 

確認した SS ID (ESS ID ) を下に 
書き込んでください。 


▼決めた(確認した) SS ID(ESS ID) を記入してください。 

«SS ID (ESS ID) は【③使ってみる】で使用します。 

SS ID(ESS ID ) 


3 ip アドレスを決めます。 

【 IP アドレス設定例】（161ベー 
ジ）をご覧の上、任意の IP アドレ 
スを決め、下に書き込んでくださ 
い。 


ネットワーク管理者に IP アドレス 
をご確明ください。 

確認した IP アドレスを下に書き込 
んでください。 


▼決めた(確認した) 1P アドレスを記入してください。 

«IP アドレスは【③使ってみる】で使用します。 

IP アドレス I . . . 


- 皆 - 

•SS ID とは？ 

複数の無線ネットワークが存在する場合に、それらをグループ化するための 
識別子 （ID) です。 SS ID が一致していないとそのネットワークには参加でき 
ません。アクセスポイントによっては、 SS ID が ESS ID と記載されている場合 
もあリます。 
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■パソコンへ OS をインストールする、または、 0 S をアップグレードにてイ 
ンストールする際には、本製品を 取 y 外した 状態で行ってください。 os の 
インストール完了後に、再度本製品のインストールを行ってください。 

■ PC カードスロットが1つのみのパソコンで、 PC カード接続の CD - ROM ドラ 
イブをお使いの方は、インストール時に CD - ROM ドライブが使えません。 

本製品を接続する前に、17ページの手順でサポートソフトの内容をハード 
ディスクに コピーして ください。 

インストール作業では、サポートソフトの挿入は不要とな y ます。 
■パソコンに CD - ROM ドライブが無い場合は、17ページを参照してくださ 
し、。インストール作業では、サポートソフトの挿入は不要となります。 


用意するもの 


• サボートソフトディスク ( CD - ROM ) 
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②接続とインストール 


接続とインストール 
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②接続とインストール 


Windows 2000 / Me /98/95 で使う 


40ページの手順/冷からのつづき 



15 [ESS ID ] を明!定し、[次へ]ポタンをクリックします。 

与【①使用環境を確認する】 （ 64 ページ）で記入した [ss m ] 
([ESS ID ]) を入力してください。 



•本製品を含め、同一のアクセスポイントと通信する無線 LAN アダプタ製品は、すべて 
同じ ESS ID にする必要があリます。 

■ESS ID およびチヤンネルの値が他の無練 LAN と重なると、他の無線 LAN に通信の 
内容が流れる、あるいは、他の無線 LAN の通信が来てしまいます。 

そのために起こったトラブルに対しては弊社は一切貴任を負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 
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②接続とインストール 


16 “Ad hoc ” を選択後、[次へ]ボタンをクリックします。 



弊社製 USB 無線 LAN アダプタ 「 WN - B 11/ USB 」 と通信す る 場合 、 ここでの 設定は、 
[Ad hoc ] を選択しますが、【③使ってみる】に進む前に、設定ユーティリティで 
[通信モード]を [802.11 Ad hoc ] に変更してください 0 


# [設定ユーティリティ]画面 


1 JLl-0 DATA WN-B11/PCM 設定ユーティリティ 

ill 

リンり状況肋作設定 I 暗号化 I I 

WN - B 11 /USB と 


直接通信する場合は、 

モード 1 Ad hoc ▼K. 

o ™ l 

s. [802.1 1 Ad hoc] を選択 

SSID htastmcture 

A 
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②接続とインス!'ール 


17 画面の指示にしたがいます。 

① [次へ]ポタンをクリックします。 

② [次へ]ポタンをクリックします。 

③ [はい…]をチェックします。 

④ [完了]ボタンをクリックします。 
与パソコンを再起動します。 



18 パソコン再起動後、[スタート]—[設定]—[コントロールパネル] 
の[アプリケーションの追加と削除]を開きます。 
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②接続とインストール 

J9 ここまでの手頭で不要となった 

[ WN - B 11/ PCM セットアッププログラム]を削除します。 

[ WN - B 11/ PCM セットアッププ□グラム]をクリック後、[追加と削 
除]ポタンをクリックします。後は、画面の指示にしたがってくださ 
い。 

: W): 

[ WN - B 11 PCM ] は削除しないでください。 


アブリケーシヨンの追加と則除のブ □ パティ 


インストールと則除| Windows ファイル|起勒ディスク| 

Mi フロッピーディスクまたは CD-ROM から新しいアプリケーションをイン 
スト'-ルす5には、[インストール]をクリックしてください。 

インスト'-ル QL I 


Qf 層 P 母,明 


ROM 


次のソフトウIアは自勅的(こ則除できます。アプリケーションを肖 IJ 除 
したり、その橘成ファイルを変更 t るには、一 S から逞んで Di 加と 
則除]をクリックしてください CD r - 

①チェック 


追加と則除®.， 


②クリック 


以上でインストールは終了です。【③使ってみる】 （79 ページ) 
へお進みください。 
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②接続とインス!'ール 



Windows NT 4. 0 で使う 



47ページの手順/からのつづき 



8 [ESS ID ] を設定し、[次へ]ボタンをクリックします。 

与【①使用環境を確認する】 （ 64 ページ）で記入した [ss m ] 
([ESS ID ]) を入力してください。 



ESSID は無線 LAN デ|卜: n こ ft けられる名前です。同じ無線 
LAN デ|トフ1こ:?ク W する WID には、すべて同一の ESSID を 
設定してください。 

注意： ESSID は後から変更できます。 


ESSID 


[default 




①入力 

半角英数字で32文字まで入力可 
(大文字、小文字の区別あり） 


:戻る (<£ 送5皿:！0^ 


②クリック 


■ 本製品を含め、同一のアクセスポイントと通信する無線 LAN アダプタ製品は、すべて 
同じ ESS1D にする必要があります。 

■ESS ID およびチヤンネルの値が他の無線 LAN と重なると、他の無線 LAN に通信の 
内容が流れる、あるいは、他の無線 LAN の通信が来てしまいます。 

そのために起こったトラブルに対しては弊社は一切黄任を負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 






②接続とインストール 




弊社製 USB 無線 LAN アダプタ 「WN-B11/USB」 と通信する場合 、ここでの設定は、 
[Ad hoc] を選択しますが、【③®つてみる】に進む前に、設定ユーティリティの 
[通信モード]を [802.11 Ad hoc] に変更してください 。 

• [設定ユーティリティ]画面 
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②接続とインス!'ール 


10 画面の指示にしたがいます。 

① [次へ]ポタンをクリックします。 

② [次へ]ポタンをクリックします。 

③ 以前にネットワークの設定で [ TCP / IP ] を設定していない場合は、 

[はい]ポタンをクリックして<ださい。 

※以前に [ TCP / IP ] を設定していた場合は、画面は表示されません。 
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②接続とインストール 


以下の画面が表示された埸合は、 III 

__ 「Windows NT 4.0」 CD-ROM 

次のょつにします。 

① 「Windows NT 4.0」 CD - ROM を 
CD - ROM ドライプに挿入します。 

② CD - ROM ドライプの i 386 フォルダを指定します。 

(以下の画面例は、 CD - ROM ドライプが D ドライプの場合） 

③ [次へ]ポタンをクリックします。 



12 以下の画面が表示されたら、ネットワーク上（アクセスポイントで接 
続されているネットワークも含む）で DHCP サーバを使用しているなら 
[はい] ポタンを、 DHCP サーバを使用していないなら[いいえ] ボタ 

ンをクリックしてください。 




クリック後、 [ TCP / IP のプロパティ]画面が表示された場合は、 
ネットワーク管理者に設定を確®してください。 


7 4 






②接続とインス!'ール 


[いいえ、後でコンピュータ•…] をチェックし、[完了]ボタンをク 
リックしてください。 


セットアッフ°の完了 



セゥトアゥ T は、：|ンヒ°ユ^!へのフ74 :を完了しました。 

アロク''ラム雄用するには、 Windows または: D ヒ"ュづを再起 
射]する必要があります。 




①チェック 


^いいえ、後で：1ンじュ4を再起勅します 〆 


防茂:^?は遽梵鞞。し、 


_ _ I ]完了令 


②クリック 


お使いの]!境を選択します。 

この後の手順は、お使いのパソコンのネットワーク設定により異なりま 
す。 

▼すでにネットワークを設定している場合 
▼お使いのパソコンに LAN ポートがある揚合 
手順 处 （78 ページ)へお進みください。 

▼以前にネットワークを設定していない場合 
以下の手順/ 5 へお進みください。 

注意！ドメインコントローラにログオンする設定へ変更すると 

「NET Logon」 の値は[自動]になリますが、改めて[手動]に 
する必要はありません。 


[スター ト]—[コントロ ールパネル]の 
[サービス]アイコンをダブルクリックします。 
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②接続とインストール 





































②接続とインス!■'ール 


19 [ネットワーク]アイコンをダブルクリックし、 

[サービス]タブで[追加]ポタンをクリックします。 



20 [ RPC 構成]をクリック後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



21 [いいえ]ボタンをクリックします。 








②接続とインストール 


22 再度、サービスパックをインスト-ルし直します。 

23 パソコンの電源を切リます。 

24 本製品のラペル面を上にして、 pc カードスロットの奥まで挿入します。 

PC 力ードスロットの位置は、 

お使いのパソコンによって 
異なります。 

パソコンの取扱説明書を参照 
してください。 



25 パソコンの電源を入れ ,、 Windows NT 4.0 を起動します。 
26 本製品の [ LINK ] ランプが点滅していることを確認します。 



点灯 




[ LINK ] ランプが 
点滅しない揚合は… 


Lr \ 【困ったときには】の P 126 
n / をご参照ください。 


以上でインストールは終了です。【③使ってみる】（次ページ） 
へお進みください。 
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③使ってみる 



ここでは、無線 LAN アダプタ（本製品）同士で通信する場合 [Ad hoc ] モード（また 
は [802.11 Ad hoc ] モード）での手順について説明します。 

本製品を接続したノ\°ソコンすぺてにおいて、下記の設定をする必要があります。 


■プロトコルを設定する 

■ワ _ クグル _ プ名を同一にする 

■共有を設定する（互いのパソコンのフォルダにアクセスする設定） 

_ / 


複数の無線 LAN グループがある場合は、それぞれのネットワークで別々の通 
信チャンネルの値（ユーテイリテイで設定する[チヤンネル]の値）を設定 
してください。（電波の干渉を防ぐため5チャンネル分間隔を空けることをお 
すすめします。） 

通信チャンネルの値が他の無線 LAN グループと重なると、他の無線 LAN グルー 
プに通信の内容が流れる、あるいは他の無線 LAN グループの通信が来てしまい 
ます。そのために起こったトラブルに対しては弊社は一切責任を負いかねま 
すので、あらかじめご了承ください。 




共有を設定すれば… 

自分のパソコンのドライブやフォルダ等を共有設定すれば、他のパソコンか 
らアクセスできるようになるため、マウス操作（マウスのドラッグアンドド 
ロップ）で簡単にデータのやりとリができるようになります。 
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③使ってみる 

Windows XP で使っ 




本製品を装着したすベてのバソコンの電力を入れます。 

本製品の [ LINK ] ランプが緑色に点灯するかを確認してください。 


点灯 




[ LINK ] ランプが 
点滅しない場合は… 




【困ったときには】の P 126 
をご参照ください。 


2 . [スタート]—[コントロールパネル]をクリックします。 


3 [ネットワークとインターネット接続]をクリックします。 




ご ネ，トヮセィントネ備 


[クラシック表示]の場合は、[ネットワーク接続]アイコンを 
ダブルクリックして手順4へお進みください。 


蜷 


ネ、ン嘗ゥ接 


4 [ネットワーク接続]をクリックします。 


ネゥトワーク接耪 
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③使ってみる 


5 [ネットワーク接続]では、インストール済みの[ワイヤレスネットワー 
ク接続]アイコンが表示されますのでアイコンを選択後、[この接続の設 
定を変更する]をクリックします。 



6 [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ]が表示されますので 
[ワイヤレスネツトワーク]タブをクリックします。 



7 [優先するネットワーク]の[追加]ポタンをクリックします。 
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③使ってみる 


S [ワイヤレスネットワークの プロパティ] 画面が表示されますので ss m 
を入力します。 

① 【①使用環境を確認する】 （64 ページ）で確認した SS ID(ESS ID ) を 
入力します。 

② ワイヤレスネットワークキー （ WEP ) のチェックをすべて外します。 

@「これはコンピュータ相互 （Ad hoc ) •■■ J にチェックを付けます。 

④ [0 K ] ポタンをクリックします。 




Windows XP の Ad hoc モードは、 802.11 Ad hoc となります。 



Windows XP ではチヤンネルの設定を行う必要はあリません。 
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③使ってみる 


9 [ワイヤレスネツトワーク接統のプロパティ]へ戻リますので、 

[有鎳するネットワーク]に追加した SSID が表示されているかを確 B しま 
す。 
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③使ってみる 


10 ip アドレスの設定を行います。 

① [全般]タブをクリックします。 

② [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] をクリックします。 

③ [プ□パティ]ボタンをクリックします。 

④ 【①使用環境を確認する】 （64 ページ）で確認した IP アドレスを 
入力します。 

©設定後、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

© [ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ]画面に戻りますので、 
[0 K ] ポタンをクリックします。 



全股 ヤレスネットワーク mi 瓣 a 設定 
接続の方法： 

轉 1-0 DATA WN - A 54 /PCM Ethernet Adapter 


橘成ぬ〉... 


この接続は〉欠の項目を使用します必 
0 icrosoft ネットワーク用クライアント 

0甚 Microsoft ネットワ-ク用ファイルとブ 

ン _ I r I . こ： .1 . 4~,卜 1 ^ — 

I 0 ¥=インターネットブロトコル ( TCP / IP ) 


②クリック 





|インストル妙…| 

[ 則除 ( U ) 

IVI プ□パティ ( E ) \ 



インターネ5トブ□トコル CTCP/IP) のブロパティ 


全般 


I !微卜の雜溫嫩11屢鱗頌濃麟 


てく g さい 。 

f OlP7f 


IP アドレスを自勒的に取得する ( Q ) 
欠の IP アドレスを使う迄)： 

IP アドレス ( P : 

サブネットマス_ 

デフオルトゲートウ I イ迫)： 


[ 


DNS サーバーのアドレスを自勒的(こ取得する(昼） 

®^0 D DNS サーバーのアドレスを使う (£): 

優先 DNS サーバー (£>: 

代替 DNS サーバー(丑)： 




192168 _0 _2 J 
255 255 255 0 I 














@使ってみる 


11 [詳細設定]メニューの[ネットワーク I D ] をクリックします。 



12 [フルコンピュータ名]と[ワークグループ]が以下となつているこ 
とを確認してください。 


フル 

コンピュータ名 

ネットワーク上のそれぞれのパソコンを識別 
するための名前。（それぞれのバソコンで 
別々な固有の名前を設定します。）※ 

ワークグループ 

ネットワーク上でグループ分けするための名 
前。 （同じグループではすべて同じグループ 
名を指定します。）※ 

本製品を使って接続する同ーネットワーク上のす 

ベてのパソコンで同じものを指定してください。 


※相手のコンピュータが見えない等のトラブルを未然に防ぐため、半角英数字 
の使用をおすすめします。 


変更が必要な場合は、[変更]ボタンをクリックして、変更してくださ 


システムのブ□パテイ 


全般」コンビ：^夕名 I ハ-ドゥ: E ァ11詳細設定 II システムの復 元自動)更新 リモート| 
次の情報を使ってネットワーク上でこの]ンピュ-夕を識別します。 


31 

コンピュー知説明 (0): 






例:"キッチンのコンピューダ、 # 仕事用コンビ:^ 


フルコンピュータ名： 
\ヮ，ルり： 


computer . 

MSH 0 ME 




①確言; 


微讀繁敷ミり卜網 1 嫌り^ 


r 変 


変更が必要な場合は 
クリックして変更してください。 
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③使ってみる 


13 このパソコンにあるドライブやフオルダあるいはプリンタをネットワー 
ク上の別のパソコンで使いたい（共有したい〉場合は、共有の股定をし 
ます。 

|詳細は Windows XP のヘルプを 參 照して ください。"! 


例：ェクスプロ- 


フォルダを 
右クリック 


j マイコン If ユ-夕 
田 3.5 インチ FD ( A :〉 

B 一 f □-カルディスク 

田 Q Documents and Seti 
I Files 


ラ上からの共有の設定 

■I レ 


l±, , F 

— 4 r ^ 





) u- 

ノ WN/ 

一^田 〇コン 
田 Q 共 f 

田 Ip 3 ! 

エクスブ□う凶 
閉くぬ） 

検索 (£)... 


送る (N) ► 

— 



②クリックして 
共有設定画面を 
表示させて 
設定する 


14 後は、[マイネットワーク]—[近くのコンピュータ]を顺にダブルク 
リックすれば、本製品を装着した他のコンピュータ名や共有したフオル 
ダ名等が表示されます。 




他のコンピュータ名が 
表示されない揚合は… 


— I \【困ったときには】の P 132 
— | X をご参照ください。 


以上で設定は完了です。 


-1 գ )-辟 

■本軎では、設定するプロトコルとして [ TCP / IP ] についてのみ説明しています。 

他のプロトコルについては、ネットワーク管理者にご確認ください。 

■弊社では、本製品が正しく動作し、ファイルやプリンタの共有が確認できるまでをサ 
ポート範囲としております。 
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@使ってみる 


最近使ったフ7イル⑪ 

設定⑤ 

検索 ◎ 

ヘル r(ii) 

フ7イル名を指定して実行 (E) … 


表 

Windows の終了 (U)... 


j ® ® 蒯趄 |j 



c 


Windows 2000 /Me/98/95/NT 4.0 で使う 


本製品を装着したすベてのパソコンの電源を入れます。 

本製品の [ LINK ] ランプが緑色に点滅するかを確認して<ださい。 



2 設定ユーティリティを起動します。 

[スタート]—[プ□グラム]- 
Utility ] を順にクリックします。 


[ WN - B 11 PCM ] — [Configuration 



^cli>«^p 

^ulwl 5111 HIE1 一一 aHsn 
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③使ってみる 


3 [動作設定]タブで[モード]が以下のようになっていることを確認し 

ます。 


_本製品のみで構成するネットワークの埸合 

[モード]が [Ad hoc ] となつていることを確認します。 



※[: Ad hoc ] モードの場合、 [ LINK ] ランプは点灯します。 


■弊社製無蠊 LAN USB アダプタ [ WN - B 11/ USB ] と直接通信する塌合 

[モード]が [802. 11 Ad hoc ] となつていることを確認します。 



※[:802.11 Ad hoc ] モードの場合、 [ LINK ] ランプは点滅します。 
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③使ってみる 


4正常に通信できているかを確認します。 

正常に通信できている場合、[リンク状況]タブで[状態]が 
“ Associated …”と表示されます。 

確認後、 [0 K ] ボタンをクリックして、画面を閉じてください。 



5 すべてのパソコンの[プロトコル]と[ワークグループ名]および、 
共有の設定を行います。 

以下を参考にしてください。 


■Windows 2000の揚合の設定 — 次ページ参照 
■Windows Me /98/95 の揚合の設定 — 96ページ参照 



■本害では設定するプロトコルとして [ TCP / IP ] についてのみ説明します。 

他のプロトコルについては、ネットワーク管理者にご確認ください。 
■弊社では、本製品が正しく動作し、ファイルやプリンタの共有が確認でき 
るまでをサボート範囲としております。 
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③使ってみる 


•Windows 2000での 共有設定 


/ [マイネットワーク]を右クリックして、[プロパティ]をクリックしま 
す。 
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③使ってみる 


3 以下が表示およびチェックされているかを確認します。 

確腰後、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

① [1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] の表示 

② [ Microsoft ネットワーク用クライアント]のチェック 
[ Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有]のチェック 
[インターネットプロトコル ( TCP / IP )] のチェック 
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③使ってみる 


4 ip アドレスを設定します。 

① [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] をクリックします。 

② [プ□パティ]ボタンをクリックします。 

③ 【①使用環境を確認する】 （64 ページ）で確認した IP アドレスを 
入力します。 

④ [0 K ] ポタンをクリックします。 
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@使ってみる 


5 [詳細設定]メニューの[ネットワーク丨 D ] をクリックします。 



6 [フルコンピュータ名]と[ワークグループ]が以下となつているこ 
とを確認してください。 


フルコン 

ピュータ名 

ネットワーク上のそれぞれのパソコンを識別 
するための名前。（それぞれのパソコンで 
別々な固有の名前を設定します。）※ 

ワークグルー 
プ 

ネットワーク上でグループ分けするための名 
前。 （同じグループではすべて同じグループ 
名を指定します。）※ 

本製品を使って接続する同ーネットワーク上 

のすベてのパソコンで同じものを指定してく 

ださい。 


※相手のコンピュータが見えない等のトラブルを未然に防ぐため、半角英数字 
の使用をおすすめします。 


変更が必要な揚合は、[プ□パティ]ボタンをクリックして、変更して< 
ださい。 



クリックして変更してください, 
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③使ってみる 


7 [はい]ボタンをクリックして、パソコンを再起動してください。 


1システム設定の変更 

xil 

\ 新しい設5 

^ 今言ぐ再 J 

( 

g を有効にするには、コンピュータを再起觔1 

规しますか？ 

ク 1 J ック 

t る必要があります。 

1 


S このパソコンにあるドライブやフオルダあるいはプリンタをネットワー 
ク上の別のパソコンで使いたい（共有したい）場合は、共有の設定をし 
ます。 

(詳細は Windows 2000のヘルプを参照してください。） 


(エクスプローラ上からの共有の設定) 



共有を設定すれば… 

自分のパソコンのドライブやフォルダ等を共有設定すれば、他パソコンから 
アクセスできるようになるため、マウス操作（マウスのドラッグアンドド 
ロップ）で簡単にデータのやりと y ができるようになリます。手順について 
の詳細は Windows 2000のヘルプを参照してください。 
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③使ってみる 


9 [マイネットワーク]—[近くのコンピュータ]を順にダブルクリック 
すれば、本製品を装着した他のコンピュータ名や共有したフォルダ名等 
が表示されます。 


【困ったときには】の P 132 
>をご参照ください。 




他のコンピュータ名が 
表示されない揚合は… 


以上で設定は完了です。 


95 








③使ってみる 


•Windows Me /9 B /9 5での共有設定 


[マイネットワーク](ネットワークコンピュータ）を右クリックし 
て、[プロパティ]を立 JJ ツクします。 



2 以下（のコンポーネント）が表示されているかを 確暖 します。 

- [Microsoft ネットワーククライアント] 

• [1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] 

• [ TCP / IP ] 

• [Microsoft ネットワーク共有サービス] 

^ [ TCP / IP ] と表示されずに、 [ TCP / IP -> l -0 DATA WN - B 11 /PCM 
Ethernet Adapter ] と表示されている揚合もあります。 


ネットワーク 


ネットワ-5の設定|翻帽報|アクセスの®胸 
現在のネットワコンポーネント ( N >: 




■Jj'.'ljrjni-filt r-H — •' i 1- ? -l — I-' ... 


P I-0 DATA WN-B11/PCM Ethernet Ada| 
TCP/IP 

SMicrosoft ネットワーク共有サービス 



追加⑻… 


インス!ルされていない 
コンポーネントがある場合は 
[追加]をクリック 




[1-0 DATA WN - B 11 /PCM ■■… ] 
が表示されていなし〗揚合は… 


— I \【困ったときには】の P 132 
— | X をご参照ください。 
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③使ってみる 


3 ip アドレスを設定します。 

① [ TCP / IP ] (あるいは [ TCP / IP -> l -0 DATA 刪， 1 /PCM Ethernet 
Adapter ]) をクリックします。 

② [プ□パティ]ポタンをクリックします。 

③ 【①使用環境を確認する】 （64 ページ）で確認した IP アドレスを 
入力します。 

④ [0 K ] ポタンをクリックします。 



[ TCP / IP —> xxxxxxxxx ] 

は複数表示されているのに、 
|[ TCP / IP -> l -0 DATA WN - B 11 /PCM 
の表示が無い場合は… 


【困ったときには】の P 138 
>をご参照< ださい。 
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③使ってみる 


4 このパソコンにあるドライブやフオルダあるいはプリンタをネットワー 
ク上の別のパソコンで使いたい（共有したい〉場合は、共有の股定をし 
ます。 

[ファイルとプリンタの共有]ボタンをクリックし、共有したい項目を 
チェックします。チェック後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 




共有を設定すれば… 


自分のパソコンのドライブやフォルダ等を共有設定すれば、他のパソコンか 
らアクセスできるようになるため、マウス操作（マウスのドラッグアンドド 
ロップ）で簡単にデータのやりとリができるようになリます。手順について 
の詳細は Windows のヘルプを参照してください。 
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@使ってみる 


5 [嫌別情報]タブをクリックして、[コンピュータ名]と[ワークグ 
ループ]に以下を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 


コンピュータ 
名 

ネットワーク上のそれぞれのパソコンを識別 
するための名前。（それぞれのパソコンで 
別々な固有の名前を設定します。）※ 

ワークグルー 
プ 

ネットワーク上でグループ分けするための名 
前。（同じグループではすべて同じグループ 
名を指定します。）※ 

本製品を使って接続する同ーネットワーク上 

のすベてのパソコンで同じものを指定してく 

ださい。 


※相手のコンピュータが見えない等のトラブルを未然に防ぐため、半角英数字 
の使用をおすすめします。 



99 














































③使ってみる 


4以下のような画面が表示された場合は… 



① Wi ndows の CD - ROM を挿入します。 

② [0 K ] ボタンをクリックします。 


=>以下のような画面が表示された場合は… 


. —| Windows 98 Second Edition CD-ROM 上 
d のファイル arp.exe が見つかりません 
でした。 

Windows 98 Second Edition CD-ROM を 
逞択したドライブに入れて、 [OK ] をク 
リックしてください。 


①入力 

ファイルのコビー元 (G): 

一 -^- 



^jD:MWIN98 J 

d 


( に ]:：、:： D 

キャン乜ル ]^ 

スキ'ソゴ (§)1 
詳細(〇… I 


②クリック 


[ファイルのコピー元]に以下を入力し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

■Windows 98をご自分でインス！ルした場合 

. D ：¥ WIN 98 ( CD - ROM ドライプが D ドライプの場合） 

J -Windows 98あるいは Windows 95プリインス!ルパソコンを 
Iお使いの場合 

Windows がインストールされているドライプの 
¥ WIND 0 WS ¥0 PTI 0 N 8¥0 ABS 

、 /" N 

フ ァイ ルのコ ビー 7 E ( Q ) : Windows 98や Windows 95 

| c ： mm\ymmK\mms が c ドライブ■プリインス 

卜ールされている場合の 
入力例 


以下のアップグレードをした場合は、 「 C :¥ WINDOWS ¥ OPTIONS ¥ CABS 」 は選択せ 
ず、 CD - ROM ドライブを参照してください。 

■Windows 95プリインストールモデルを 、 Windows 98 (Second Edition 含 
む） へアップグレードした場合 

■Windows 98プリインストールモデルを Windows 98 Second Edition へアップ 
グレードした場合 


1〇〇 








③使ってみる 


6 [はい]ボタンをクリックして、パソコンを再起動してください。 



7このパソコンにあるドライブやフオルダあるいはプリンタをネットワー 
ク上の別のパソコンで使いたい (共有したい〉場合は、共有の設定をし 
ます。 

詳細は 、 Wi ndows のへ)レブを参照してくだ'さい。 



s [マイネットワーク](ネットワークコンピュータ〉をダブルクリック 
すれば、本製品を装着した他のコンピュータ名や共有したフォルダ名等 
が表示されます。 



以上で設定は完了です。 
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適信を暗号化ずる 


本製品を暗号化する方法を説明します。 

暗号'^のメリッ h 

通信を暗号化する長所につし〗て説明します。 

▼ 104 ページ 

通信を暗号化する 

通信内容を暗号化します。 

▼ 105 ページ 
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暗号化のメリット 


通信時に暗号化していない場合、電波の届<範囲であれば、通信内容を傍受される 
危険があります。 

本製品では、無線 LAN の暗号化の標準である WEP (Wired Equivalent Privacy ) での 
B 音号化を行うことによって、傍受の危険を回避することかできます。 




-W- 畴 

暗号化を行う場合、暗号化して通信するすべてのパソコンで設定が必要で 
す。 

アクセスボイントと通信する場合は、アクセスポイントの暗号キーに合わせ 
てください。 
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通信を暗号化する 


通信を暗号^する方法を脱明します。 
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通信を暗号化する 


Windows XP で設定する 



データの暗号化 
(WEP 有効) 

暗号化 ( WEP ) を有効にする場合にクリックします。 

ネットワーク KBE 
(共有モード） 

共有キー（シェアードキー）を使用する場合にクリック 
します 

ネットワークキー 

「キーの形式」に合わせた暗号キーを入力します。 

キーの形式 

暗号キーの形式を 「 ASCII 文字」「16進数」から選択し 
ます。 

キーの長さ 

暗号キーを入力する長さを 

ASCI 1文字の場合 

「40ビット (5 文字)」「104ピット (13 文字)」 

16進数の場合 

「40ピット (1 0桁 )」 H 04ピット （26 桁)」 
から選択します。 

キーのインデックス 
(詳細） 

インデックスを〇〜3の範囲で指定します。 

通常は0を指定します。 

キーは自動的に 
提供される 

ネットワークキーが提供される環境の場合はチェック 
を入れてください。 


※「キーの長さ」と「キーのインデックス」は他の 0 S 用に提供されている弊社製設定ユー 


ティリティと Windows XP とで標記が異なります。それぞれ以下のように読み替えてくださし、。 
40ビット=64ビット、104ビット= 128ビット 
キー1=キー0、キー2=キ_1、キ ー3 = キー^2、キー4=キー3 
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最近使ったフ 7 イル必 
設定⑤ 

検索 (S) 

ヘル r 妙 

フ ? イル名を指定して実行 (B)... 


■ ァクセサリ 
►適ストトアガ 
卜 ；© Internet Explorer 
Outlook Express 
Windows Media Player 


► 奥 Uninstaller | 1 


ク I 」ック 


: ヨ虞名前のロゲォフ <D- 
对 Windows © 終了眼 


资3剛^3 


2 [晴得化]タブをクリックし、[暗得化 ( WEP )] を股定します。 



すで作 4 I 28 Bit "1] ③選択 


無効 

通信時の暗号化は行いません。 

64 Bit 

64 B it の暗号化を行います。 

128 Bit 

128 B it の暗号化を行います。 


通信を暗号化する 

C Windows 2000 /Me/98/95/NT 4.0 で設定する 、 

■yoi)" 

以下の暗号化設定は “64 Bit ” の暗号化を行う場合の例です。 “128 Bit ” の暗号化 
を行う場合は、手順2で[暗号化 ( WEP )] を [128 Bit ] に設定し、以下手順にした 
がってください。（一般的に暗号キーが長いほどセキュリティカ搞まります。） 

/ 設定ユーティリティを起動します。 

[スタート]—[プ□グラム]— [ WN - B 11 PCM ] — [Configuration 
Utility ] を順にクリックします。 


^鉍1®参 P 
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通信を暗号化する 


3 暗号方法を設定し、 [ ok ] ボタンをクリックします。 

アクセスポイントと通信する場合は、アクセスポイントと同じ暗号キー 
を設定して < ださい。 

本製品同士のみでの暗号化の場合に、以下のパスフレーズでの設定で暗号化 
通信ができます。 

弊社製無線 LAN USB アダプタやアクセスポイントおよび他社製の無線 LAN 製品 
と暗号化を行う場合は、必ず次ページの手動による暗号化で暗号キーを設定 
してください。 

• WEP キーを作成する場合 

ここでは、「パスフレーズ」を使って作成する方法を説明します。 

① [パスフレーズ付で作成]をチヱックします。 

② [パスフレーズ]に、好きな文字列を入力します。 

③ [更新]ボタンをクリックします。 

与「キー1」〜「キー4」が作成されます。 

④ [デフォルト送信キー]で選択されている番号のキーをメモします。 

※このキーを次ページの [ WEP キーがある場合]を参照して、 

他のパソコンに入力します。 

© [0 K ] ポタンをクリックします。 

© Windows を再起動します。 


WEP キーエン HJ - 

バスフレ'-ズ付で作成 


バスフレーズ [fo DATA WN-B11/PCM 
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通信を暗号化する 


• WEP キーがある場合 

① [手動で作成]をチェックします。 

② [デフォルト送信キー]で選択されている番号のキーに WEP キーを 
入力します。 

※通常、[デフォルト送信キ ー] は「1」を選択します。 

③ [更新]ボタンをクリックします。 

④ [0 K ] ボタンをクリックします。 

©W indows を再起動します。 


手勅で作成 


キー1 |Ti 

|22 


|44 

|55 

キー 2 卜 


|*：f 

1：+：* 

p"f 

キー 3 |*:+: 


|：+：：+： 

|林 


キ ー 4 |+ :: + : 

|木* 

|林 


1** 


デフォルト送 f 言キー I 1 こ J 

更新 I 

OK 1 キャンセル」 _ Help 


入力する 
キー 


〇〜9または A 〜 F の文字列を用いて入力して < ださい。 
※設定する値は、本製品と通信する機器と同じ値にする必要 
があります。 

すでに設定済みの機器と通信する場合は、設定済み機器の暗 


号キーの値を確認し、入力してください。 


(他社製品との暗号化については、次ページ参照) 


暗号化を行う場合、暗号化で通信するすべてのパソコンで設定する必要があ 
y ます。 

アクセスボイントと通信する場合は、アクセスポイントの暗号化キーに合わ 
せてください。 
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通信を暗号化する 


I # 得キー入力方式の具なる他社製 ft との晴号化について 


本製品を含む WN - B 11 シリーズでは、暗号キーとして16進コードでの暗号 
キー入力方式を採用していますが、他社製品には、5文字の英数字■記号で 
暗号キーを指定する方式や、文字列から16進コードへ変換する際、本製品と 
変換方式の異なる製品があリます。 

これらの製品と暗号化を行う場合は、最初に英数字 ■ 記号の5文字で暗号 
キーに使用する文字列を決め、16進コードを入力できない他社製品はこの5 
文字の文字列を入力します。 

WN - B 11 シリーズや16進コードを入力可能な他社製品にはこの5文字の文字 
列を下記対応表に基づき、16進コードに変換したうえで入力することで通信 
可能となリます。 

各文字と16進コードの対応については下記の表を参照してください。 

〈例〉文字で " PLANT " と設定している場合、 

16進コードでは [50 4 g 41 4 e 54] となります。 


文 

16 

字 

進 

Y 

59 

Z 

5 a 

[ 

5 b 

¥ 

5 c 

] 

5 d 

八 

5 e 


5 f 

' 

60 

a 

61 

b 

62 

c 

63 

d 

64 

e 

65 

f 

66 


文 

16 

字 

進 

= 

3 d 

> 

3 e 

? 

3 f 

@ 

40 

A 

41 

B 

42 

C 

43 

D 

44 

E 

45 

F 

46 

G 

47 

H 

48 

I 

49 

J 

4 a 


文 

16 

字 

進 

/ 

2 f 

0 

30 

1 

31 

2 

32 

3 

33 

4 

34 

5 

35 

6 

36 

7 

37 

8 

38 

9 

39 


3 a 

; 

3 b 

< 

3 c 


文 

16 

字 

進 

K 

4 b 

L 

4 c 

M 

4 d 

N 

4 e 

0 

4 f 

P 

50 

Q 

51 

R 

52 

S 

53 

T 

54 

U 

55 

V 

56 

w 

57 

X 

58 


文 

16 

字 

進 

g 

67 

h 

68 

I 

69 

j 

6 a 

k 

6 b 

1 

6 c 

m 

6 d 

n 

6 e 

0 

6 f 

P 

70 

q 

71 

r 

72 

s 

73 

t 

74 


文 

字 

16 

進 

u 

75 

V 

76 

w 

77 

X 

78 

y 

79 

z 

7 a 

{ 

7 b 

1 

7 c 

} 

7 d 


7 e 










文 

16 

字 

進 

i 

21 

" 

22 

# 

23 

$ 

24 

% 

25 

& 

26 


27 

( 

28 

) 

29 

氺 

2 a 

+ 

2 b 

, 

2 c 

- 

2 d 


2 e 




















































































































没定扛ーティリティを使う 


設定ユーティリティを使って設定を行う方法を説明します。 

設定ユーティリティを使用するのは Windows 2000/ He /98/95 /NT 4. 0のみ で 
す 。 Windows XP では使用しません。 

設定ユーティリティのメリツト 

設定ユーティリティを使う長所を説明します。 

ド112ページ 

設定ユーティリティを使ろ 

設定ユーティリティの詳細を説明します。 

113ページ 








設定ユーティリティでは、以下の機能があります。 


機能名 

内容 

リンク状況 

通信状態を表示します。 

実際に通信が'正常に行われているか確認できます。 

動作設定 

無線 LAN の設定ができます。 

暗号化 

通信の暗号化の設定ができます。 

バージョン 

設定ユーティリティの説明です。 


設定ユーティリティでできること 


通信状態を表示できる 


リン MSE 定 





透度 「Fully Automatic 


碟力 | Disabled J 

r j 


デフオルト旭□-ド J 



無嫌 LAN の股定が簡単 


»««e | was* 齡化 | ハ*ぅ、ン| 

牌加樹 -' 卜断 7 — 


本製品の設定ユーティリティは 、 Windows 2000 / Me /98/95 /NT 4.0 専用です。 
Windows XP では使用しません。 































































設定ユーティリティを使ろ 

V. 

ここでは、ユーティリティの詳細につし ) て説明します。 

■ ユーティリティの起動方法 —以下参照 

■アイコン色による電波強度の確認 —次ページ参照 

■通信状態の表示 ■ _ [リンク状況]タブ —115 ページ参照 

■無線 LAN の設定 ■_ [動作設定]タブ —117 ページ参照 

■暗号化の設定_ ■ [暗号化]タブ —120 ページ参照 

■本ユーティリティ について ■ ■ [バージョン]タブ —121 ページ参照 



1 ィの起動方法 



[スタート]—[プ□グラム]— [ WN - B 11 PCM ] 一 [Configuration Utility ] を 
順にクリックすれば起動できます。 
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設定ユーティリティを使う 


( アイコン色による電波強度の確認 J 

I タスクトレイのアイコンの色によって、電波強度を確認することができます。 


)i5：46 


モート 

アイコン色による電波強度 

Infrastructure 

緑… ■電波強度最強〜強 

黄… ■電波強度普通〜弱 

赤-…アクセスポイントと通信できなし彳電波強度です。 

Ad hoc 、 または 

802. 11 Ad hoc 

緑…■他の無線 LAN アダプタ製品と通信できている状態 
赤…•他の無線 LAN アダプタ製品と通信できていない状態 















設定ユーティリティを使う 


^ 通信状態の表示……[リンク状況] 

ユーティリティの[リンク状況]タブでは、通信状態を表示します。 
実際に通信が正常に行われているか確認することができます。 


/PCM 設定：！ーティリティ 


リンク状況|射)作設定丨 B 音号化丨ハ''ーン、ン1 


状態 [Associated - BSS ID = 00：A0：B0：23：03 
設定チャンネル [T 
送 f 首速度 


|11 Mbps 
スループットイト/^) 


[Infrastructure] ^—卜 
での表示例 


再梭出 . ! 


送信 P 

リンク品質： 

電波強度： 


受信 p 23 

最強(100沁 


最強(100始 


0K 


キャンセル 


Help 


項目 

設定内容 

状態 

ドライパの状態を表示します。 

" Associated " と表示されている揚合は正常に動作していま 
す。 BSSID (Basic SSID ) にはコンピュータが接続している 
アクセスポイントの MAC アドレスが表示されます。 

" Scanning " と表示されている場合は使用可能なアクセスポイ 
ントを検索しています。 

エラーメッセージが表示されている場合はドライパの初期化 
に失敗しています。 

設定チヤンネル 

現在使用しているチャンネルを表示します。 

送信速度 

現在の送信速度を表示しています。 

[再検出]ボタン 

設定されている値を使用して再度無線ネットワークの検出を 
行います。 




































設定ユーティリティを使う 


項目 

設定内容 

スループット 
(バィト/秒） 

現在のスループットをおおよその値で表示しています。 

リンク品質 

■ [ Infrastructure ] モート時 

リンクの品質をパーセンテージ • グラフおよび 5 段階評 
価で表示しています。 

U ンク品質は送受信エラーの率によって変化します。 

■ [Ad hoc ] モード時 

リンク品質に関係無く、何も表示されません。 

※[八づ hoc ] モード時は、不特定の相手と通信を確立する 
ため、[リンク品質]の情報は取得されません。 

(常に表示されません。） 

電波強度 

■ L Infra structure ] モート時 

電波の強度をパーセンテージ • グラフおよび 5 段階評価 
で表示しています。 

電波強度は受信している電波の強さによって変化しま 
す。 

■ [Ad hoc ] モード時 

電波の強度に関係な<、何ち表示されません。 

※[八づ hoc ] モード時は、不特定の相手と通信を確立する 
ため、[電波強度]の情報は取得されません。 

(常に表示されません。） 







設定ユーティリティを使う 

( 無線 LAN の設定……[動作設定] ) 

ユーティリティの[動作設定]タブでは、無線 LAN の設定を行ラことができます。 



項目 

K 定内審 

モード 

通信モードの設定です。 

[ Infrastructure ] : (初期値) 

アクセスポイント（弊社製 WN - B 11/ AXP など）と通信する場合に 
選択します。 

[Ad hoc ] : 

アクセスポイントと通信しない場合で、本製品同士のみで構成 
するネットワークで使用する場合に選択します。 

[802.1 1 Ad hoc ]: 

アクセスポイントと通信しない場合で、弊社製無線 LANUSB アダ 
プタ 「 WN - B 11/ USB 」 とともに構成するネットワークで使用する 
場合に選択します。 






























設定ユーティリティを使う 


項目 _ 設定内容 _ 

アクセスポイント（弊社製画- B 11/ AXP など）と通信する場合は、 
アクセスポイントの [SS ID ] を入力してください。 

SS ID 半角英数字で32文字まで入力できます。（大文字、小文字の区別 

ちあります。） 

アクセスポイントと通信しない場合、他の無線機器と同一の SS ID 
_ を入力します。 ) _ 

接続時の通信速度です。 

以下上り選択できます。 


[Fully Automatic ] 

(初期値) 

通信可能な最高速度で通信します。 

(最局11 Mbps ) 

[1 Mb ] 

1 Mbps で通信します。 

[2 Mb ] 

2 Mbps で通信します。 

[ Auto 1 or 2 Mb ] 

2 Mbps あるいは1 Mbps の通信可能な 
速度で通信します。 

[5.5 Mb ] 

5. 5 Mbps で通信します。 

[11 Mb ] 

11 Mbps で通信します。 


※電波状態により自動的に設定した速度よりも低速に落ちることもあり 


省電力 


ます。 _ 

本製品自体のパワーセーブ （PS : PowerSaving ) モード 
[省電カモード]の設定です。 

現在は対応しておりませんので、 [ Disable ] のままご利用ください 。 
[ Disable ]: パワーセーブは行いません。 

[ Enable ] :パワーセーブを行います。（現在、未対応） 

パワーセーブモードでは、通信していない場合に自動 
的に休止状態となり、通信を開始すると動作を再開し 


ます。 


















設定ユーティリティを使う 


項目 

設定内容 

チヤンネル 

通信チャンネル（使用する電波の周波数に番号を割り当てたち 
の）の設定を行います。 

※[モード] を、 [Ad hoc ] または [802.11 Ad hoc ] に設定している場合 
にのみ設定できます。 

同一の無線 LAN ではすぺて同じ値に設定してください。 

無線 LAN が 1 つしかない場合は、初期値のまま変更する必要はあり 
ません。 

複数の無線 LAN がある場合にのみ、それぞれのネットワークで別々 
の通信チャンネルの値を設定してください。（電波の干渉を防ぐ 
ため 5 チャンネル間隔を空けることをおすすめします。） 

設定値： 1 〜 14 


■本製品を含め、同一のアクセスポイントと通信する無線 LAN 製品は、すべ 
て同じ SS ID にする必要があリます。 

■SS ID は半角英数字で32文字まで入力できます。（大文字、小文字の区別 
もあります。） 

■SS ID およびチヤンネルの値が他の無線 LAN グループと重なると、他の無線 
LAN グループに通信の内容が流れる、あるいは他の無線 LAN グループの通信が 
来てしまいます。 

そのために起こったトラブルに対しては弊社は一切貴任を負いかねますの 
で、あらかじめご了承ください。 


Vg) 

■SS ID とは、本製品とアクセスポイントの通信時に使用する識別用の ID で 
す。アクセスポイント単位に割り当てるため、同一のアクセスポイントに通 
信する無線ネットワーク製品は、同じ ID にする必要があります。無線 LAN 
製品によっては 、 ESS ID と記載されている場合もあります。 

-アクセスポイント使用時の通信チヤンネルは、アクセスポイントの通信 
チヤンネルが使用されます。 







暗号化の設定……[暗号化] 


ユーティリティの[暗号化]タブでは、通信の暗号化の設定を行ラことができます。 
暗号化の設定については、【通信を暗号化する】 （105 ページ）をご覧ください。 


リンク状況丨射)作設定 B 音号化|が一/3ン| 


B 音号化文字列 I 才参加するネットワークの暗号化文字列と一致さ 
せてください。 

B 音号化 ( WEP ) |64 Bit 叫 

WEP キーエントリー 
(5 -バスフレーズ付で作成 
バスフレーズ厂 
r 手勒で作成 


キ-メ |林 p F 


キャンセル I 



暗号キー入力方式の異なる他社製品との暗号化については、 
110ページの【参考】を參照してください。 
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設定ユーティリティを使ラ 
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本製品の仕様です。 [)^1 71ページ 
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困った時には 

本製品を使用していて異常があつた場合にご覧< ださい。 


状態 

参照ぺージ 

本製品を取り付けても LINK ランプが点灯、あるいは点滅しない 

126 

CD-ROM ドライプがないので、インストールできない 

[デバイスマネージャ]の確認で、[卜〇 DATA WN-B11/PCM 
Ethernet Adapter] が表示されない 

127 

[デバイスマネージャ]の確認で、 U-0 DATA WN-B11/PCM 
Ethernet Adapter] の頭に、黄色の！マークがついている 

本製品が正常に動作しない 

131 

[ネットワーク]画面で、[卜〇 DATA WN-B11/PCM Ethernet 
Adapter] が表示されなし、 

132 

[マイネットワーク](ネットワークコンピュータ）に、他の 

コンピュータ名が表示されない 

[Infrastructure] モード使用時（アクセスポイントにアクセ 

ス時）に、設定ユーティリティの[リンク状況]に 

“Associated ■■…”以外が表示される 

134 

[Ad hoc] モード、または [802.11 Ad hoc] モード使用時 

に、設定ユーティリティの[リンク状況]に “Associated-- 

…”以外が表示される 

「レジューム」「ハイパネーシヨン」「スタンパイ」の後、 

動作が不安定になる 

135 

設定ユーティリティがインストールできない 

136 


12 4 




















困った時には 


状態 

参照へ。-シ , 

(Windows Me /98/95 のみ） 

インストール後の確認で、[ネットワークパスワードの入力] 

画面が表示されない 

136 

(Windows Me /98/95 のみ) 

インストール後の確認で、デスクトップ上に、[マイネット 
ワーク](ネットワークコンピュータ）アイコンが表示されな 

い 

137 

(Windows Me /98/95 のみ） 

[ネットワーク]画面に、 

[ TCP / IP — >xxxxxxxx] は複数表示されているのに、 

[ TCP / IP — 〉卜0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] 

が表示されていない 

138 

(Windows Me /98/95 のみ） 

[マイネットワーク]まだ;は[ネットワークコンピュータ]アイコ 
ンをダプルクリックしてちワークグループ名アイコンや他のパ 
ソコンが表示されない。 

(Windows NT 4. 0 のみ) 

インストール後の確認で、[サービスコント□ールマネー 

ジャ]によるエラー画面が表示される 

141 

(Windows NT 4. 0のみ） 

本製品のドライパをインストール後 、 Windows NT 4. 0が正常に 

動作しない 
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困った時には 


トラブルの状態と対処 



本製品を取り付けても LINK ランプが点灯、あるいは点滅しない 


原因1 

本製品を取り付けている PC カードス□ットが不安定である。 

対処1 

別の PC カードス□ットに取り付けてみて<ださい。 

対処2 

[Windows 2000 / Me /98/95 /NT 4. 0のみ】 

LI NK ランプが点滅しなし彳揚合は、[設定ユーティリティのインストー 
ル]をダブルクリックする前に、一度パソコンを再起動してくださ 

い 0 


原因2 

パワーマネジメント機能が (M こなっている。 

対処 

本製品を取り外してから、パワーマネジメント機能を OFF にします。 

再度、本製品を取り付けてください。 


CD-ROM ドライブがないので、インストールできない 


対処 17ぺージを参照して、弊社ホームぺージ （ http :// www . iodata _ jp / lib /) 

( I より「設定ユーティリティ」を入手してください。 
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困った時には 


[デバイスマネージャ]の確認で、 

[1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] が表示されない 



原因 本製品を取り付けていない、または、正しく取り付けていない。 


対処 本製品を差し込んでいない状態では表示されません。本製品が PC カー 

ドス□ットに差し込まれていることを確認してください。 

タスクトレイ（画面右下）に PC カードアイコンがなければ、本製品を 
そのまま取り外して、もう一度取り付けて<ださい。 

タスクトレイに PC カードアイコンがあれば、155ページを参照し、 
カードを取り外し、再度取り付けてください。 


[デバイスマネージャ]の確認で、 [1-0 DATA WN - B 11 /PCM 

Ethernet Adapter ] の頭に、黄色の！マークがついている 

_ ) 


原因1 

パソコンを再起動していない。 

対処 

本製品を PC カードス□ットに挿入したまま、パソコンを再起動しま 

す。再起動後、【インストール状態を確認する】 （142 ページ）の手順 

で再度確認してみてください。 


原因2 

リソースが競合している。 

対処 

次ページの手順を行ってみてください。（画面は 、 Windows 98を例に 

しています。） 
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困った時には 


1 !マークが表示されている [1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet 


Adapter ] をクリックし、[プ□パテイ]ボタンをクリックします。 



2 [リソース]タブをクリックし、[競合するデパイス]欄内に表示さ 
れている競合しているリソース （ [割り込み要求]， [ I / O の範囲]) 
を確認します。このリソースの変更や競合する製品側でのリソースの 
変更を行います。 

次ページ以降の方法で変更してみてください。 
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困った時には 


リソースの変更 

方法 f j 本製品側でリソースの変更を行う方法 

ご使用のパソコンによっては、変更できない場合があります。 

その場合は、以下の方法をお試しください。 

/ [自動設定 ] (Windows 98の揚合は、[自動設定を使ラ])の 

チェックを外します。 

競合しているリソース （ [割り込み要求]， [ I / O の範囲])を 
クリックし、[設定の変更]ボタンをクリックします。 



2 競合デパイスが無くなるよう、値を変更します。変更後. 
[0 K ] ボタンをクリックしてすべての画面を閉じます。 



3 Windows を再起動して、丨マークが消えていないか確認してみ 
てください。 
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困った時には 


リソースの変更 

方法2 本製品と競合している製品側で 
- ' リソースの変更で行う方法 

/ [デパイスマネージャ]画面で、競合している製品を探しま 

す。（詳細は、その製品の取扱説明書やメーカーにご確認くだ 
さい。） 

2 後は、前ページの手順/〜3を参考に、その製品のリソースの 
変更ができないか、おためしください。 


U ソースの 変更 

方法3 パソコン本体に 
■ -^空きのリソースを作成する方法 

/ 既存のデパイスの内、使用していないものを無効にしたり、 
取り外したりして、必要なリソースの空きを作って<ださい。 
方法については、パソコン本体の取扱説明書を参照してくださ 
い。 

2 空きを作成後、！マークが消えていないか確認してみてくださ 
い。 


19参者 


{/ 《ソコンで使用しているリソースの確認方法》 

1. [マイコンピュータ]を右クリックし、メニューから[プロパティ]をクリックします。 

2. [デバイスマネージャ]タブをクリックし、[コンピュータ]を選択します。 

3•[プロパティ]ボタンをクリックして、リソースの空きが確認できます。 

(詳 LX はパソコン本体の取扱説明書をご覧ください。） 
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困った時には 


本製品が正常に動作しない 


原因1 本製品を取り付けていない、または、正しく取り付けていない。 

対処 本製品を差し込んでいない状態では表示されません。本製品が PC 力ードス 

ロットに差し込まれていることを確認してください。 

タスクトレイ（画面右下）に PC 力ードアイコンがなければ、本製品をそのまま 
取り出して、もう一度取り付けてください。 

タスクトレイに PC 力ードアイコンがあれば、【本製品を取り外す】 (155 ぺージ） 
を参照して、力ードを取り出し、もう1度、取り付けてください。 

原因2 間違ったドライバが既にインストールされている、または、インストール時に 

[スキップ]ボタンや[キャンセル]ボタンなどをクリックして中断したためにド 
ライバが正常にインス!ルされていなし、。 

対処 [デバイスマネージャ]の一覧に!;？その他のデバイス]が無いかご確認くだ 

さぃ。 

[? その他のデバイス]がある場合で、さらにその下に、[イーサネットコント 
口ーラ]が無いかご確認ください。 

uj ノ -■ ハ / I /〆•〆■〆* 

日顆9ネットワークアダプタ 


H ーサネツトコント□ーフ: 


~ ネつ /! ~ I s > k.n < 

ある場合は、[イーサネットコントローラ]をクリックし、[削除]ボタンで削除 
後、パソコンを再起動してください。 

(Windows XP および Widows 2000の場合は、[イーサネットコントローラ]を 
右クリックし、メニュー内の[削除]をクリックして削除後、パソコンを再起 
動してください。） 

再起動後、以下の個所を参照して、再度インストールしてください。 
•Windows XP の場合 — > 26ぺ_ジ参照 

•Windows 2000 / Me /98/95 の場合— 31ページ参照 
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困った時には 


対処 [デバイスマネ ー ジャ]—覧—[ネット ワー クアダプタ]の下の[イ ー サネットコ 

ント ロー ラ]の頭に！ マークがない かご確認ください。 

ある場合は、次ぺ_ジ【[デバイスマネ_ジャ]の確認で、 . 黄色の！マー 

クがついている】での[対処]を参照してください。 


广 A 

[ネットワーク]画面で、 [ i-o DATA WN - B 11 /PCM Ethernet 

Adapter ] が表示されない 



対処 上記 【本製品が正常に動作しない】の[対処] を参照してください。 


r 


[マイネットワ _ ク](ネットワークコンピュ _ 夕）に、 
他のコンピュータ名が表示されない 



原因1 本製品を正しく取り付けていない。 


タスクトレイ（画面右下）に PC カードアイコン（またはハードウェア 
の取り外しアイコン）がなければ、本製品をそのまま取り外して、も 
ろ一度取り付けて<ださい。 PC カードアイコン（またはハードウェア 
の取り外しアイコン）があれば、 155 ページの各 0 S の項を参照して、 
カードを取り外し、ち度、取り付けてください。正しく通信でき 
ていれば、本製品の LINK ランプが緑色に点灯 （[802. 11 Ad hoc ] 
モード時は点滅）します。 
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困った時には 


原因2 

アクセスポイントを使用していない場合で、他のワークグループのパ 

ソコンの通信チャンネルの值を同一にしていない。 

対処 

アクセスポイントが無い場合は、他のワークグループと同じ通信チャ 

ンネルにする必要があります。 

【設定ューティリティを使う】 (1 11ページ) を参照して、通信チャンネルを同 

じ値にしてください。 


原因3 

アクセスポイントを使用していない場合で、他のワークグループのパ 

ソコンと同じワークグループ名が指定されていない。 

対処 

【インストール状態を確認する】(142ページ) の各 0 S の項を参照して、ネッ 

トワーク上のすべてのパソコンに対し、同じワークグループ名を指定 

してください。 


原因4 

アクセスポイントを使用している揚合で、アクセスポイントと同じ 

SS ID を設定していない。 

対処 

アクセスポイントと通信する場合は、アクセスポイントと同じ SS ID 

にする必要があります 。 SS ID を同じ値にしてください。 


原因5 

| ip アドレスの設定が間違っている。 

対処 

|正しい設定にして<ださい。 


原因6 無線状態が悪く、電波が届かない。 

対処 無線間の距離を短くしたり、障害物を取り除いたり、通信チャンネル 

を変更してから、再度、試してみてください。 
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困った時には 


[ Infrastructure ] モード使用時(アクセスポイントにアクセス時）に、 
設定ユーティリティの[リンク状況]に、“ Associated ……”以外が表 
示される 


対処 |138ページ【[マイネットワーク]または[ネットワークコンピュー 
|夕]アイコンをダブルクリックしてもワークグループ名アイコンゆ 
I 他のパソコンが表示されない】の対処方法を参照して<ださい。 


原因 

通信モードを [Ad hoc ] モードに設定している 

対処 

[モード]を [ Infrastructure ] に変更してくだ'さい。 


[Ad hoc ] モード、または [802.11 Ad hoc ] モード使用時に、設定ユー 
ティリテイの[リンク状況]に、“ Associated ……”以外が表示される 


対処 |138ページ【[マイネットワーク]または[ネットワークコンピュー 
|夕]アイコンをダブルクリックしてもワークグループ名アイコンゆ 
I 他のパソコンが表示されない】の対処方法を参照してください。 


原因 通信モードを [ Infrastructure ] モードに設定している 

対処 [モード]を [Ad hoc ] または [802. 11 Ad hoc ] に変更して<だ 
■さい。 
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困った時には 


「レジューム」「ハイバネーシヨン J 「スタン/ くイ J の後、 
動作が不安定になる 


対処 「レジューム」「ハイパネーシヨン」「スタンパイ」を行わないよ 

I うに設定してください。 



r レジューム」「ハイ/《ネーシヨン」はメーカー独自のユーティリティや/ <ソコン本体の 
bios で設定している場合があります。 

設定を変更するにはパソコン本体の取扱説明書をご覧になるか、パソコンメーカーにお 
問い合わせください。 

「レジューム」とは… 

—レジューム機能とは、しばらく何も操作しないでいたり、電源を入れたままノートバソコ 
ンのふたを閉めると自動的に働く省電力機能です。 


|レジューム機能の停止方法 ^ (Windows Me /98/95 の例） 

① [スタート]—[設定]—[コントロールパネル]の[電源の管理]アイコンをダブルク 
リックします。 

② [システムスタンバイ]欄の[鼋源に接続][バッテリを使用中]を共に「なし」に設定 
してください。 

「ハイ パネ ー シ ヨン」 とは… 

―ハイ パネーシヨン機能とは、ノー トパソコンでバッテリーが残り少なぐよると自動的に電 
源を切る直前の状態をハードディスクに保存しておき、電源を入れた時に元の状態 
に戻す機能です。 

ハイパネーシヨン機能が無効になるよう設定してください。 

本製品を使用中は、スタンバイ機能に対応しているパソコンでは“[スタート ]— [Windows 
の終了]”での[スタンバイ]は選択しないでください。 
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困った時には 


設定ユーティリティがインストールできない 

(以下のようなエラーとなる) 


エラーメ少£?ーシ 


「 Install Shield エンジン ( iKernel . exe ) をインス!-ルできませんでした 0 

システムは、指定されたデバイスからは読み取れません。」 


原因 パソコンに常駐しているアプリケーションが 、 Instal IShield の動作 

I の妨げになっている。 

(弊社では、 RealNetworks 社提供の 「 RealJukebox 」 がインストール 
されている環境にて発生することを確認しています。） 

対処 1設定ユーティリティをインストールする揚合のみ、常駐しているアプ 

I リケーションを常駐解除してください。 （ 「設定ユーティリティ」の 
インストール時のみのもので、インストール後は、常駐してもかまい 
I ません。） 

■ RealJukebox での常駐を解除する例 

1. タスクトレイに常駐している 「 RealJukebox 」 のアイコンを 
右クリックします。 

2. メニューから 「 StartCenter を終了」をクリックします。 

3. タスクトレイから常駐解除されだ;ことを確認した上で、 

再度、設定ユーティリティをインストールしてください。 

※常駐解除は一時的な操作であり、アプリケーションをアンインストール 
する操作ではありません。 



(Windows Me /98/95 のみ） 

インストール後の確認で、[ネットワークパスワードの入力]画面が 
表示されない 


原因 

設定ユーティリティが正常にインストールされていない。 

対処 

[Windows Me /98/95 の確認】での【確認③】 (147 ぺージ) で、インストール 

が正常かを確認してください。 
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困った時には 


(Windows Me /98/95 のみ） 

インストール後の確認で、デスクトップ上に、[マイネットワーク] 
(ネットワークコンピュータ)アイコンが表示されない 


原因 ネットワークの設定で [ Microsoft ネットワーククライアント]が 

sJ 录し、/ i し、。 

対処 [スタート]—[設定]—[コント□ールパネル]—[ネットワー 
ク] を開き、 [ Microsoft ネットワーククライアント]が登録されて 
いるか確認してください。 

無い場合は、[追加]ボタンで追加してください。 

また、[優先的に□グインする]を [ Microsoft ネットワーククライ 
〇アント]になっているかも確認してください。 


137 









困った時には 


(Windows Me /98/95 のみ） 
[ネットワーク]画面に、 

[ TGP/IP —> xxxxxxxx ] は複数表示されているのに、 
[ TCP / IP ->1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] 
が表示されていない 


原目 登録されている LAN アダプタの数が多い。 

(登録できる LAN アダプタの数には、制限があります。） 

[ネットワーク]画面で、必要の無い、あるいは使用していない 
I LAN アダプタをクリックして、[削除]ボタンで削除してくださ 

■ぃ。 

耱必吾の無 L ■アジフ P の例 

-以前使用していたが、現在使用していない LAN アダプタ 
-赤外線通信を行わない揚合の「赤外線通信アダプタ」 

※赤外線通信アダプタの名称は、パソコン本体により異なりま 
す。 

また、パソコン本体の BIOS の設定が必要となる場合がありま 
すので、詳細よパソコンメーカーにお問い合わせください。 

■ インターネット’プ□パイダに 「 A 0 U を使用していない場合 
の 「 A 0 L Adapter 」 および 「 A 0 L Dialup Adapter 」 


(Windows Me /98/95 のみ） 

[マイネットワーク]または[ネットワークコンピュータ]アイコンをダブ 
ルクリックしてもワークグループ名アイコンや他のパソコンが表示 

されない。 

V_ 


原因 

Windows のネットワーク機能が正常に動作していない。 

対処 

次ページの【ネットワーク機能を確認する】を参照してください。 
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困った時には 


•ネットワーク機能を確認する 


正常に組み込まれなかったネットワークに関するものを以下の順番で削除を行っ 
てください。 

/ [マイコンピュータ]—[コントロールパネル]—[ネットワーク]を開きます。 

2 [ネットワーク]画面に表示される内容を次べージの種類順に削除してくだ 
さい。 

: W - 

肖 ij 除する順番が異なると、ネットワークがうまく構成し直せなくなる場合があ y ます 
ので、必ず下記の順で削除してください。 

<削除する順番> 

1) サ ービスをすべて削除します。 _ 

[Microsoft ネットワ — ク共有サ — ビス]など [xxxx 共有サ — ビス] 

と6づ名 称のものが該当し ます。 

サービスの削除後は、[ネットワーク]画面で [0 K ] ボタンをクリック 
し、画面を閉じます。その後に、 Windows の再起動を要求されますので、 
再起動を行ってください。 

2) ク ライアントをすべて削除します。 _ 

[Microsoft ネツトワ — ククライアント]、 [Microsoft ファミリログオン] 
など [xxxx クライアント]という名称のものが該当します。 


[コン トロールパネル]—[ネットワーク]を開いて、クライアントを 
すべて削除します。サービスの削除後は、[ネットワーク]画面で 
[0 K ] ボタンをクリックし、画面を閉じます。その後に、 Windows の再起 
動を要求されますので、再起動を行ってください。 


3) プ ロトコルをすべて削除します。 _ 

[ TCP/IP ( TCP / IP -> xxxx ) ] 、 [NetBEUI ( NetBEUI -> xxxx ) ] s 
[ IPX/SPX ( IPX / SPX -〉 xxxx ) という名称のも のが該当 します。 

プロトコルの 削除後は、[ネットワーク]画面で [0 K ] ボタンをクリッ 
クし、画面を閉じます。その後に 、 Windows の 再起動を要求されますの 
で、再起動を行ってください。 
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困った時には 


3 [コントロールパネル]—[ネットワーク]を開くと、アダプタ関連が残ります。 
その状態になりましたら、お客様が接続するネットワーク環境に必要なも 
のを以下の順に追加を行います。 


<追加する順番> 

1) クライアントとプロトコルを追加します。 

※クライアントを追加しますと、プロトコルも一緒に追加されます。 

追加する方法は、以下の通りです。 

① [追加]ボタンをクリックします。 

② [クライアント]をクリック後、[追加]ボタンをクリックします。 

③ [製造元]で [ Microsoft ] を選択し、[クライアント]で必要なプロト 
コルの名称 （[ Microsoft ネットワーククライアント]など)をクリッ 
クし選択します。 

④ [0 K ] ボタンをクリックします。 

⑤ クライアントとプロトコルが追加されたことを確認します。 

2) サービスを追加します。 

追加する方法は、以下の通りです。 

① [追加]ボタンをクリックします。 

② [サービス]をクリック後、[追加]ボタンをクリックします。 

③ [製造元]で [ Microsoft ] を選択し、[サービス]で必要なサービス 
の名称 （[ Microsoft ネットワーク共有サービス]など)をクリック 
し選択します。 

④ [0 K ] ボタンをクリックします。 

⑤ サービスが追加されたことを確認します。 

4 [優先的にログオンする]は、上記にて追加し直したクライアントを選択して 
ください。 

5 以上の設定を行って再起動した際、ネットワークへのログオン画面が表示 
されると思います。ここでは、キャンセルせずに必ず [0 K ] ボタンをクリック 
してください。（パスワードは未入力でも可） 

以上で設定は終了です。 
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困った時には 


(Windows NT 4.0 のみ） 

インストール後の確認で、[サービスコントロールマネージャ]によ 
るエラー画面が表示される 




《エラー画面》 


1つ以上のサ十'スまた IJ ドライハ W システム起射] B 寺 I こ I ラ H こなりまし 
た。詳しくはイぐノトヒ V アを使用してイぐノトロりそ確誌してくださ 
い。 



原因1 _本製品が正しく取り付けられていない。_ 

対処 1 ©Windows NT 4.0 を終了し、パソコンの電源を切ります。 

I ②本製品を挿入しなおします。 

I③ Windows NT 4.0 を起動します。 

それでち正常動作しない場合は、取り付けるス□ットを変更してお試 
I しください。 


原因2 

サービスパックをインストールし直していない。 

対処 

サービスパックをインストールし直し、その後再起動して<ださい。 
(Windows NT 4.0 のインストール手順で、サービスパック以前の古い 

パージヨンのファイルが組み込まれる場合があるためです。） 



(Windows NT 4.0 のみ） 

本製品のドライバをインストール後 、 Windows NT 4.0 が正常に動作 
しない 


原因 

ドライバのインストール前に、サービスパックをインストールしてい 

た。 

対処 

本ページの上記 [原因 2] の[対処] を参照してください。 
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インス!-ール状態を確 


ここでは本製品が、 Windows で正常に認識されているかどラかの確認方法を説明し 
ます。インストール終了（再起動）後、必ず以下の事を確認して<ださい。 


■Windows XP の場合 

=> 

以下の 【Windows XP での確認】参照 

•Windows 2000の場合 

=> 

144ペー 

-ジ 【Windows 2000での確認】参照 

■Windows Me /98/95 の場合 

=> 

147ぺ- 

-ジ 【Windows Me /98/95 での確認】参照 

■Windows NT 4.0 の場合 

=> 

151ペー 

-ジ 【Windows NT 4.0 での確認】参照 



Windows XP での確認 


[ rjs = 確認：[デバイスマネージャ]に本製品が正常に登録されて 
し、るか確認しましよう 

本製品が正常にインストールされたかを確認するために、 

以下の手順で、[デパイスマネージャ]に本製品が登録されているかを 
確認します。 


f [スタート]をクリックし、[マイコンピュータ]を右クリックして、 
[プロパティ] をクリックします。 
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インストール状態を確認する 


2 [ハードウエア]タブをクリックして、 

[デバイス マネー ジャ]ボタンをクリックします。 

3 [ネットワークアダプタ]をダブルクリックします。 

■[ネットワークアダプタ]の下に 
[卜〇 DATA WN-B11/PCM Ethernet Adapter] と表示されてい 
るかを確認します。 

■その頭に！マークが表示されていないことも確認します。 


乌デバイスマネ-ジャ 

■ 







雇—層:1■圆 

^ ^ 1 j - - 

+ 令プ□セッサ 

s © フロッピ-ディスクコントロ-ラ 
肉フ□ッビーディスクドライブ 






【困ったときには】の 
P 1 27をご参照< ださい。 


【困ったときには】の P 127 
をご参照ください。 


正常に表示されていれば 、 Windows XP で本製品が使用できます。 
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インストール状態を確認する 


Windows 2000 での確認 


ここでは 、 Windows 2000での確認方法を説明します。 


| TJS = 確認：[デバイスマネージャ]に本製品が正常に登録されて 
し、るか確認しましよう 

設定ユーティリティが正常にインス I 'ールされたかを確認するために、 
以下の手順で、[デパイスマネージャ]に本製品が登録されているかを 
確認します。 


f [マイコンピュータ]を右クリックし、 
[プロパティ] をクリックします。 
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インストール状態を確認する 


[ハードウエア]タブをクリックして、 

[デバイスマネージヤ]ボタンをクリックします。 



[ネットヮークアダプタ]をダブルクリックします。 

■[ネットワークアダプタ]の下に 
[卜〇 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] と表示されてい 
るかを確認します。 

■その頭に！マークが表示されていないことも確認します。 


胃デバイスマネージゃ 


悚作(が表示秘 




日屬 I - LOSYPNJKL 6 TOI 

由逐 DVD / CD - ROM ドライブ 
a Q IDE ATA/ATAPI コント□ーラ 
0% PCMCIA ァタブタ 
由 USB (Universal Serial Bus ) コントローラ 
S 磔キーボード 
田馨コンピュータ 

s 务サウンド、ビデオ、およ U ゲームコントロう 
田^!システムデパイス _ 


|ディスクドライブ 


①ダブルクリック 
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インストール状態を確認する 



【困ったときには】 の P 127 
をご参照ください。 



【困ったときには】 の P 127 
をご参照ください。 


紅 [1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter 」 をダブルクリックし、 
[リソース]タブをクリックします。 

■デバイスが競合していないことを確認してください。 



正常に表示されていれば、 Windows 2000 で本製品が使用できます。 
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インストール状態を確認する 


Windows Me/98/95 での確認 




ここでは 、 Windows Me /98/95 での確認方法を説明します。 

インストール後、パソコンを再起動した後、以下の点をご確認ください。 


rr ^= 確認①: windows 起動途中で、[ネットワークパスワードの 
入力]画面が表示されるか確認しましょう 


《ネットワークパスワードの入力》画面 



インストール後、パソコンを再起動すると起動途中で上記の画面が表示 
されますので、ユーザー名と/スワードを入力して [0 K ] ポタンをクリッ 
クしてください。 

[キャンセル]ポタンをクリックすると、ネットワークに□グインでき 
ません。 



[ユーザー名]とレ《スワード]について… ■ 

■ ネットワーク上にサーパーがある場合 

サーバーの管理者にご確認ください。間違った場合は、ネットワークにログインで 
きません。 

■ ネットワーク上にサーバーがない場合 

[ユーザー名]には、ネットワーク上で固有な名称(他のパソコンと重複しない名 
称)を入力してください。（入力した値は、忘れないようにしてください。） 
[パスワード]は特に入力する必要はあ y ません。 




画面が表示 
されない揚合は… 



【困ったときには】の P 136 
をご参照 < ださい。 
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インストール状態を確認する 



確認②：デスクトップ上に[マイネットワーク ] (Windows Me の場合） 
または[ネットワークコンピュータ ] (Windows 98/95の場合) 
のアイコンが表示されるか確認しましよう 



[マイネットワーク] 
アイコン 

(Windows Me ) 



[ネットワークコンピュータ] 
アイコン 

(Windows 98/95) 




アイコンが 
表示されない揚合は… 



【困ったときには】の P 137 
をご参照 < ださい。 


rps = 確認③：[デバイスマネージャ]に本製品が正常に登録され 
ているか確認しましよう 

設定ユーティリティが正常にインス I 'ールされたかを確認するために、 
以下の手順で、[デパイスマネージャ]に本製品が登録されているかを 
確認します。 

/ [マイコンピュータ]を右クリックし、[プロパティ]をクリックします。 
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インストール状態を確認する 


2 [デバイスマネージャ]タブをクリックし、[種類別に表示]で 
[ネットヮークアダプタ]をダブルクリックします。 

■[ネットワークアダプタ]の下に 
[卜0 DATA WN-B11/PCM Ethernet Adapter] と表示されてい 
ることを確認、します。 

■その頭に！マークが表示されてしヽないことも確認します。 


システムのブ□パティ 


全般 L デパイスマネージ 

If? 種類別に表示®^"" 
■J. コンピュータ 


①クリック 


②チェック 



パフォ-マン 

lj に表 

1 

iS(C) 


El ^ CD-ROM 
SI % PCMCIA ソケット 
由.キーボード 
FF g システムデパイス 
由ディスクドライブ 
EF1 〇 ディスプレイ 1>物 . 
r as 太，卜 n -ゎ— 


③ダプルクリック 


④確認 


由■'各 


(脚揮„ 

5ハ'デ:フ 


イスら J ン P □一：7 


占 



【困ったときには】の P 127 
をご参照ください。 


【困ったときには】の P 127 
をご参照ください。 


《頭に！マークがある例》 


鐵 


一り アタ.ブタ 

DATA WN-B11/PCM Ethernet Adapter 
^ディスクコントロ-ラ 
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インストール状態を確認する 



PC98-NX シリーズで[デパイスマネージャ]が表示されない場合は、以下の手順で[アド 
パンスドモード]に設定してください。 

1. [スター ト]-►[プログラム]— [Cyber Trio-NX] (あるいは [NX ユーテイリテイ]、 [NX 
の設定] )— [Cybe ド Trio-NX セットアップ]を順に起動します。 

2 . [アドバンスドモード]をチェックし、 [0K] ボタンをクリックします。 

3. Windows を再起動します。 

3 [1-〇 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter 」 をダブルクリックし、 

[リソース]タブをクリックします。 

■デバイスが競合していないことを確認してください。 


_ ? i_xj 

全股 I ドラ心 ( リソ'•ス ①クリック 
^iy|j 1-0 DATA WN-B11/PCM Ethernet Adapter 

厂匿 i 醒 il 

基本にする設定(盛： | 基本設定 0000 3 

リリ-スの種類 ]" 設定 _ I 

•腫: 0200 - 023 F 
II 割り込み要求05 


設定の変更り )… j 


P 公甘:?>キ_パイ： 1 ■ 1 

②確認 

ぐ ン 

1 

競合はありません。 

「 

3 

d 





OK I キャンセル 


正常に表示されていれば 、 Windows Me /98/95 で本製品が使用で 
きます。 


150 







インストール状態を確認する 


Windows NT 4.0 での確認 


ここでは 、 Windows NT 4. 0での確認方法を説明します。 

インストール後、パソコンを再起動した後、以下の点をご確認ください。 
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インストール状態を確認する 


[ TJS = 確認 ②： [Windows NT 診断プログラム]に本製品が正常に 
表示されているか確認しましよう 

/ [スタート]—[プログラム]—[管理ツール]をクリックし、 

[Windows NT 診断プログラム]アイコンをダブルクリックします。 

2 [ザービス]タブの[デバイス]ボタンをクリックします。 

■ [1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Driver ] と表示されているか確 
認してください。 

■[状態]が[実行中]であることを確認してください。 
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インストール状態を確認する 


3 [リソース]タブの [ IRQ ] ボタンをクリックします 

■[デバイス]欄に [ CW 10] と表示されているか確認してください。 



正常にリソースの割 y 当てがされない場合は、パソコン本体の BIOS にて PnP(PnPOS) 
を無効 (Disable またはN0等)に設定し、お試しください。 
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インストール状態を確認する 


/L [リソース]タブの[レ〇ポート]ボタンをクリックします。 

■[デバイス]欄に [ CW 10] と表示されているか確認してください。 




正常にリソースの割 y 当てがされない場合は、パソコン本体の BIOS にて PnP ( PnPOS ) 
を無効 ( Disable または N 0等)に設定し、お試しください。 


正常に表示されていれば 、 Windows NT 4.0 で本製品が使用できま 
す。 
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本製品を取り外す 


本製品は、パソコンの電源を切った後に PC カードス□ットから取り外すことができ 
ますが '、 Windows 2000 / Me /98/95 使用中に取り外すことちできます。 



_本製品を取り外す場合は、本製品を使用していない、また、他のパソコンからアクセス 
されていないことを確認してから取り外してぐ£さい。 

■ Windows XP , Windows NT 4.0 使用中に、本製品を取り外すことはできません 0 
必ず Windows XP , Windows NT 4.0 を終了し、/《ソコンの電源を切つてから、本製品を PC 
カードスロットから取リ外してください。 

■ 以下の手順を行うと、実際に本製品を PC 力ードスロットから抜かなくても動作は終了 
したとみなされ、本製品は使用できなくなります。 

再度使用したい場合は、いったん PC カードスロットから本製品を抜いて、再び接続し 
てください。 



Windows 使用中に取り外す場合 


(画面例は 、 Windows 2000の場合) 


/画面右下のタスクトレイの！5^(または； ） アイコンをクリック 
し、 [卜〇 DATA WN - B 11 /PCM .] をクリックします。 




3 本製品を pc 力ードスロットから取り外します。 
再度使用したい場合は、そのまま挿入してください。 
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本製品を削除する(アンインストール) 

インストールしたドライバソフトやユーティリティソフトを削除します。 



■本製品は取り付けたままにしておいてぐ£さい。 


/ [スタート]をクリック後、[マイコンピュータ]を 右クリック し、表 
示された[プロパティ]をクリックします。 
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本製品を削除する（アンインストール) 


2 


[ハードウェア]タブをクリック後、[デバイスマネージャ]ボタンを 
クリックします。 



3 [ネットワークアダプタ]をダブルクリック後、 

[1-0 DATA WN - B 11 /PCM Ethernet Adapter ] を右クリックし、表示され 
た[削除]をクリックします。 


5 _プロセッサ r 
® Q フロッピ 
E 善フロッピ 
E1 ^ ボート （COM と LPT ) 

E マウスとそのほかのポインティンヴデパイス 

rn 1.^： I 



4 [ OK ] ボタンをクリックして、ドライバソフトを削除します。 

5次に inf ファイルを削除します。 

[スタート]—[検索]を覼にクリックします。 


6 「何を検索しますか？」の項目の 
中から[ファイルとフオルダすベて] 
をクリックします。 


クリック 


H を®粟しますか？ 


'ビデオ ( E ) 


□ ドキュメント(ワーブロ、ス 
ブしゥドり 一 卜 r ^ y - Yo ) 

r フ 7 イルとフォルケすべて a ) 

I コンビュータまたは人© 
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本製品を削除する（アンインストール) 


7 [含まれる文字列]、[探す場所]に以下を入力後、[検索]ボタンをク 
リックします。 


含まれる文字列 

WN - B 11 /PCM 

探す場所 

C :¥ WINDOWS¥INF 

※ Windows XP が C ドライブの WINDOWS フォルダに 
インストールされている場合 


①入力 


②入力 


ファイルに含まれる単語または句， 

fw ^_： 

kWN-Bll/PCM ) 


g 甘提所 fn 




1 C:¥WIND0W5¥II 

tVD 変更されましたか？ 
サイズは？ 



[探す場所]の入力方法 

① 探す場所に既に表示されて 
いる項目（[口ーカル ハー ドドラ 
イブ]など)をクリックします。 

② クリック後 C :¥ WINDOWS¥INF 
を入力します。 


8 検索されたファイルを確 B 後、[ファイル名またはキーワードを*更す 
る]をクリックします。 


[u 顸；尔5未 

検索コンパニオン 


ファイルが1つ見つました。 
S していファイルですか？ 


QUk^mmnM 

d はい、たたし今後の検索(以 
り速くします 

え、こ®梭索を設定し直し 



Fi 


，ィル名また tt キ今ドレ 

索す s 埸所を増や t 

B P . i しファイルとシステムファイ 
ルを含めるかどうかを変更す 
る 

jJ 新しい検索を閡始す 5( tl ) 


I 戻る® I 


②クリック 


y 丨 ^ 1P9J) 
フォルダ名 
C ： ¥VWNDOWS¥inf 


■検索には、お使いのパソコンによリ数分かかる場合があ y ます。 

■検索されるファイル名は、お使いのパソコンによリ異なリます。（上記画面例では、 
oemO のファイルが検索されています。） 
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本製品を削除する（アンインストール) 


9 [ファイルの名前または内容…]に以下を入力します。 

検出されたファイル名.* 

(画面例では、 oemO のファイル名が検出されていますので、 
oemO .* と入力します〇) 

[ファイル名のみを検索する]をチェック後、[検索]ボタンをクリッ 
クします。 



1〇 檢索されたファイルを右クリックし、表示された[削をクリックしま 
す。 

表示されたすベてのファイル（通常、 「 oemxx . inf 」 と 「 oemxx . PNF 」 の 
2つのファイル）をすベて削除してください。 


検索コンパニオン 3 



フォルタ•名 



r y 

I ^4 oemO 


C ：¥ WINDOWS¥inf 

2ファイルが見つかりました 0 A 1 
探してファイル ( J 見つか > 
0まし 

^ oemO.PNF > 


C ：¥ WINDOWS¥inf 








すべて削除 


11 削除後、パソコンを再起動してください。 

以上で 、 Windows XP でのインストールしたドライパソフトと INF ファイルの 
削除（アンインストール）は終了です。 
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本製品を削除する（アンインストール) 


Windows 2000 /Me/98/95/NT 4_0 の場合 

[アプリケーションの追加と削除]から削除することができます。 

/ [スタート]—[設定]—[コントロールパネル]の[アプリケ_シヨ 
ンの追加と削除]を開きます。 

2 [ WN - B 11 PCM ] を削除します。 

[ WN - B 11 PCM ] をクリックした後、 

[追加と削除]ポタンをクリックします。 


アブリケーションの追加と則除のブ□パティ 



後は、画面の指示にしたがってください。 
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IP アドレス設定例 

W 

ここでは、 ip アドレスの設定例等を説明します。 

( 具体的な ip アドレスの設定例 

〕 


以下は IP アドレスの設定例です。 

お使いの環境によって IP アドレスを設定してください。 

參 I nfrastru ctu re の場合 



有線側 
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IP アドレス設定例 

參 Ad hoc の場合 



上図は、 IP アドレスを固定した場合の例です。自動取得に設定している場合で、 DHCP 
サーパーが存在しない場合は、 r 169.254 . XXX . XXXJ というアドレスが自動生成されます。 
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IP アドレスのクラス 


IP アドレス設定例 


IP アドレスは、ネットワークを構成するパソコンの台数に麻じて、3つのクラ 
スに分かれます。 

大規模なネットワークならば[クラス A の IP アドレス]、中規模なら[クラス 
巳の IP アドレス]、小規模の場合は[クラス C の IP アドレス]となります。 
同一のネットワーク内では、同ークラスの IP アドレスである必要があります。 
実際には、 IP アドレスは、ピリオドで区切られた4つの数字の羅列で構成され 
ていて、4つのう6最初の数字で、クラスが分けられます。 


この数字でクラス分け 


IP アドレス xxx . xxx . xxx.xxx 

クラスは以下のよラに分類されています。 


1 P アドレスの 
最初の数字 X 

クラス 

用途(ネットワークを構成する 
パソコンの台数） 

1〜127 

クラス A 

大規模ネットワーク用（最大約1600万台） 

128〜191 

クラス B 

中規模ネットワーク用（最大約65000台） 

192〜223 

クラス C 

小規模ネットワーク用（最大約250台） 


※[^之ィ〜255」は通常の 1 P アドレスとしては使われていません。 


例えば、数台〜数十台で構成されるネットワークでは、クラス C の IP アドレス 
を使用します。 

通常、ネットワークを構成する場合は、以下の特別な□一カル IP アドレスを使 
用します。 


クラス 

設定する ip アドレス 

クラス A 

10.0 .0.0 〜10.255 .255. 255 

クラス B 

172.16.0.0 〜 172. 31.255. 255 

クラス C 

192.168 .0.0 〜192.168 .255. 255 
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IP アドレス設定例 

( IP アドレスの設定の確認 



パソコンに設定している IP アドレスの確認や、パソコン間での正常な通信（接続) 
の確認は、 Windows 標準のコマンドで行ラことができます。 


參設定した IP アドレスが正しいかの確認方法 
■Windows XP の 場合 

/ [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ]—[コマンドブロン 
プト]をクリックします。 

2 IPCONFIG と入力し、 [ ENTER ] キーを押します。 

3 IP アドレスが正常に表示されるか確認してください。 


■Windows 2000 の場合 

/ [スタート]—[プログラム]—[アクセサリ]—[コマンドプロンプト]をク 
リックします。 

2 IPCONFIG と入力し、 [ ENTER ] キーを押します。 

3 IP アドレスが正常に表示されるか確認してください。 


Windows Me /98/95 の場合 


[スタート]—[ファイル名を指定して実行]をクリックします。 


2 [名前]に WINIPCFG を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

J _| ネットリソースの名 li 体 A ナ II .丁くれ^ 

名前 | WINIPCFG 




①入力 


- r 



で••…②クリック 

1 
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IP アドレス設定例 


3 お使いのアダプタを選択し、 ip アドレスが正常に表示されるか確認し 
てください。 

[ IP アドレス]が「0.0.0.0」と表示された場合は、正常に IP アドレスが設 
定されていません。 


IP 設定 


Ethernet アダプタ情報 


J IxJ 


|i-0 DATA WN-B11/PCM Ethernet A 
アダプタアドレス | 00- AO - BO -1 F -12-78 

IP アドレス ^ 192.168 .0.10 
サブネットマスク | 255.255 .255.0 

デフォルトゲートウ I イ 


確認 


■Windows NT 4.0 の場合 

/ [スタート]—[プログラム]—[コマンドプロンプト]をクリックします。 

2 IPCONFIG と入力し、 [ ENTER ] キーを押します。 

3 IP アドレスが正常に表示されるか確認してください。 
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IP アドレス設定例 


參通信や接続が正しくできるかの確認方法 （ PING コマンド） 

Windows 標準の PING コマンドを使用して相手先のパソコンに正常に通信、 
あるいは接続が正常かを確認することができます。 

以下で使用する PING コマンドを使用するには、パソコンに TCP/IP がインストールされ 
ている必要があ y ます。 

/ [ MS - DOS プロンプト](またはコマンドプロンプト〉を起動します。 

• Windows XP の揚合 

[スタート]—[すぺてのプ□グラム]—[アクセサリ]— 
[コマンドプロンプト]を順にクリックして起動します。 

• Windows 2000の場合 

[スタート]—[プ□グラム]—[アクセサリ]— 

[コマンドプロンプト]を順にクリックして起動します。 

.Windows Me の揚合 

[スタート]—[プ□グラム]—[アクセサリ]— 

[ MS - DOS プロンブト]を順にクリックして起動します。 

.Windows 98/95の揚合 

[スタート]—[プ□グラム]— [ MS - DOS プ□ンプト] 

を順にクリックして起動します。 

• Windows NT 4. 0の揚合 

[スタート]—[プ□グラム]—[コマンドプロンプト] 

を順にクリックして起動します。 

2 以下のように入力し、 [ ENTER ] キーを押します。 

PING XXX. XXX. XXX. XXX (XXX. XXX. XXX. XXX は相手先の IP アドレス) 
入力例）相手先の IP アドレスが「192.168.0.10」の揚合は 
以下の上ラに入力します。 

PING 192.168 .0.10 

3 正常に相手先が表示されるか確明してください。 

正常なら 「Reply from xxx . xxx . xxx . xxx 」 などと表示されます。 
正常に接続されない場合 、 「Request timed out 」 や 「Destination 
host unreachable 」 などと表示されます。 
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本製品の MAC アドレスについて 


MAC アドレスは、本製品裏面のラベルの下側に記載されています。 
( MAC アドレスは、“00 AO B 0” から始まる12桁の英数字です。） 



MA 〇アドレスとは… 

個々の通信機器に固有のアドレスで、製品名毎ではなく、個々の製品すべてにおい 
て別々のアドレスです。 

48 bit の長さを持ち、世界中において重複することのないアドレスです。 
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用語解説 


Ad hoc [アドホック] 


アクセスポイントを介さずに、パソコン同士が直接通信しあろ形態です 
他にインフラストラクチャモード (Infrastructure mode) があります。 

DHCP サー /《（Dynamic Host Configuration Protocol Server) 

DHCP とは各クライアントや Ethernet 機器へ起動時に動的に IP アドレスを割り当て、 
終了時に IP アドレスを回収するためのプロトコルです。 

同時にゲートウェイアドレスゆドメイン名、サブネットマスクその他の情報を 
ネットワーク上のクライアントや Ethernet 機器へ通知することもできます。 


この動的に IP アドレスの割当を行う側の機器が DHCP サーノ '(と呼ばれます。 
ダイアルアップルータ等の機器ち DHCP サーバの機能を持っています。 


DS-SS [直接拡散•スペクトラム拡散] 


3 


無線通信における変調方式の1つです。 

干渉がおきにくい、ノイズの影響を受けにくい、などの特徴があります。 


Ethernet [イーサネット] 


米国ゼロックス社、ディジタル•イクイップメント社、インテル社によって開発され 
たネットワーク通信方式です。当初この方式は、基礎帯域伝達、 CSMA/CD アクセス、 
論理パストポ□ジー、同軸ケーブルを使用して構成されていました。 

後に IEEE 802.3 として規格化され、光ファイバー、広周波数帯域、ツイストペアで 
運用するリビータなどを使って拡張する追加機能が定義されました。 


3 


IEEE 802.11 


無線 LAN の国際的な標準規格です。 


IEEE802.11b では、通信速度か" II Mbps まで拡張されています。 
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用語解説 



Infrastructure [ インフラストラクチヤ ] 


アクセスボイントを介して通信する形態です。 



MAC アドレス (Media Access Control Address) J 

Ethernet 機器ごとの固有の物理アドレスです。 

MAC アドレスは、先頭からの3バイトのベンダーコードと残り3バイトのユーザコー 
ドの6パイトで構成されています。 

ベンダーコードは IEEE が管理/割当を行っており、 ユーザ コードは、 Ethernet 機器の 
メーカーが独自の番号（重複することのない）で管理を行い、世界中で単一のアドレ 
スが割り当てられています。 

Ethernet ではこのアドレスを元にしてフレー厶の送受信を行っています。 


Mbps (Megabits per second) [メガ ビ ー ピ ーエス ] 


1秒間に伝送するデータの単位です。 

11 Mbps は1秒間に11メガピットのデータを伝送できます。 



SS ID (Service Set ID) [ エスエスアイデイー ] 


複数の無線ネットワークが存在する場合に、それらをグループ化するための識別子 
( ID ) です。 

SS ID が一致していないとそのネットワークには参加できません。 


TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol) 


主にインターネット上などで使用される基本プロトコルの1つです。 


WEP (Wired Equivalent Privacy) 


3 


IEEE 802.11 b に含まれる標準の暗号化方式です。 

各無線通信機器同士が共通の暗号鍵を使用して通信データを暗号化します。 
暗号鍵を知らないパソコンは通信に参加することができません。 
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用語解説 


アクセスポイント_ ノ 

インフラストラクチャモード （ In 什 astructure mode ) での通信の中継点となるポイ 
ントです。 

他のパソコンでは、アクセスポイントと通信することで他のパソコンと通信します。 
有線 LAN と無線 LAN の中継点ともなります。 


チヤンネル 


無線通信では、使用する周波数帯域を分割して、それぞれの帯域で異なる通信を行ろ 
ことができます。 

チャンネルとは、その分割された個々の周波数帯域のことです。 



ピアツーピア接続 



サー八し 7 クライアントのよ5な上下関係の無い対等な関係で行〇通信のことです。 


_ローミング機能_ ) 

複数のアクセスポイントを設置した環境で、各アクセスポイントのサービスエリア間 
を移動した場合に、自動的にアクセスポイントを切り替える機能です。 

その場合、それぞれのアクセスポイントの SS ID と WEP が同じ設定である必要がありま 
す。 
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仕様 


商品名 

製品型番 

規格 


周波数帚域 

チヤンネル 
伝送方式 

伝送速度 


変調方式 


無線設備の種別 


データ到速距離 
(最大) 


IEEE 802.1 1 b 無線 LAN PC カード 
WN - B 11 /PCM 

IEEE 802.11, IEEE 802.1 1 b 
RCR STD -33, ARIB STD - T 66 
2.4 GHz 帯 （2. 412 〜2.4835 GHz ) 
1 ch ~14 ch 

直接拡散 • スぺクトラム拡散方式 ( DS - SS ) 
1 Mbps , 2 Mbps , 5.5 Mbps , 11 Mbps 
1 Mbps : DBPSK 

2 Mbps : DQPSK 

5. 5 Mbps , 11 Mbps : CCK 
小電カデータ通信システム 



屋内 

屋外 

11 Mbps 時 

40 m 

100 m 

5. 5 Mbps 時 

70 m 

160 m 

2 Mbps 時 

90 m 

200 m 

1 Mbps 時 

100 m 

240 m 


※これらの値は、弊社アクセスポイント 
(WN-B11/AXP) との最大データ到達距離を 
計測したものです。 

※環境条件により変化します。 

WEP (Wired Equivalent Privacy ) , 


セキュリティ方式 


SS ID (Service Set ID ) 


アクセス方式 


アンテナ方式 

L ED 表示 

ホストインターフェイス 
使用電源 

消費電流 

使用温度範囲 

使用湿度範囲 

外形寸法 


※SS ID はアクセスポイント使用時 
アドホック （Ad hoc ) 

インフラストラクチヤ （ InlYastructure ) 
※インフラストラクチヤはアクセスポイント使用時 
ダイパーシティ ■ アンテナ 
LINK ランプ 

PCMCIA PC CARD TYPEH 
0 C 3. 3 V ±5 X 
DC 3. 3 V :370 mA 
0 °C 〜+55。。 

20%〜80% (結露し®いこと） 

54. 0 ( W ) minXIIO . 0 ( D ) mmX 7. 0 ( H)mm 
(突起部含む） 




































仕様 


質量 靨 

約 43 g 

適応規格 

JATE 

VCCI CLASS B 

認定番号 鱈 

D 00-0912 JP 
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PLANT コールセンターへのお問い合わせ ） 


お知らせいただく事項 


1. お客様の住所 • 氏名 • 郵便番号 • 連絡先の電話番号及び FAX 番号 

2. ご使用の弊社製品名と、ハードウェアシリアル No . 

3. ご使用のバソコン本体と周辺機器の型番。 

4. ご使用の 0 S とアプリケーションの名称、バージョン及びメーカー名。 

5. 現在の状態（どのよ〇なときに、ど〇なり、今はど〇なっているか。画面の状態やエ 
ラーメッセージなどの内容)。 


オンライン 


インターネット http://www.iodata.co.jp/support/ 

「 PLANT コールセンターお問い合わせ」内のフォームを 
使用して、 E - Mail をお送りください。 

\_ y 


S 便 


亍 920-8513 石川県金沢市桜田町2丁目84番地アイ•才-■デ-夕第2ビル 

株式会社アイ • オー_データ機器 

PLANT コールセンター 「 WN - B 11/ PCM 」 係宛 

V_ y 



’電話番号 

金沢 

076-260-3644 



東京 

03-3254-1144 


受付時間 

9:30 〜 19:00 月 

〜金曜日（祝祭日を除 0 

ノ 


FAX 


FAX 番号 金沢 0/6-260-3 J 60 

東京 03-3254-9055 

宛先 株式会社アイ•オー•データ機器 

PLANT コール センター 「 WN - B 11/ PCMJ 係宛 


本製品に関するお問い合わせは、 PLANT コールセンターのみで行っています。 
予めご了承 < ださい。 
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「設定ユーティリティ」か7ゞージョンアップした場合は、以下の方法で入手できます。 


オンライン 


サポートライブラリ http :// www . iodata . co . jp / lib / 


サービス窓口からの薄送 


下記の窓□までお問い合わせください。（送料及び手数料はお客様負担） 

’住所 亍 920-8513 石川県金沢市桜田町 2 丁目 84 番地 ’ 

アイ■オー ■ データ第2ビル 
株式会社アイ • オー • データ機器 

rWN-Bll/PCMJ サービス窓口 宛 

電話番号 076 - 260-3663 

受付時間 9:30 〜 12 : 0013 : 00 ~ 17:00 

月~金曜日（祝祭日を除く） 

V_ J 


ご注意 


參インターネットによるダウンロードはお客様の責任のもとで行って<ださい, 
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修理について 



修理の前に 


故障かな7と思ったときは、 

① 本書をもう一度ご覧いただき、設定などをご確認ください。 

② 弊社 PLANT コールセンターへお問い合わせください。 

(【 PLANT コールセンターへのお問い合わせ】をご覧ください） 

明らかに故障の場合は、下記内容を参照して、本製品をお送りください。 


修理について 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下の事項をご確認ください。 


•お客様が貼られたシールなどについて 

修理の際に、製品ごと取り替えることがあります。 

その際、表面に貼られているシールなどは失われますので、ご了承ください。 

•修理金額について 

• 保証期間中は、無償にて修理いたします。 

ただし、ハードウェア保証書に記載されている「保証規定」に該当する場合 
は、有償となります。 

※保証期間については、ハードウェア保証書をご覧ください。 

• 保証期間が終了した場合は、有償にて修理いたします。 

※弊社が販売終了してから一定期間が過ぎた製品は、修理ができなくなる場合が 
あります。 

• お送りいただいた後、有償修理となった場合のみ、往復はがきにて修理金額 
をご案内いたします。 

修理するかをご検討の上、検討結果を記入してご返送ください。 

(ご依頼時に FAX 番号をお知らせいただければ、修理金額を FAX にて連絡させ 
ていただきます。） 
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修理について 


修理品の依頼 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下を行ってください。 

•メモに控え、お手元に置いてください 

お送りいただく製品の製品名、ハードウェアシリアル N 0.、お送りいただいた 
日時をメモに控え、お手元に置いてください。 

•これらを用意してください 

• 必要事項を記入した本製品のハードウェア保証書（コピー不可） 

※ただし、保証期間が終了した場合は、必要ありません。 

• 下の内容を書いたちの 

返送先[住所/氏名バあれば) FAX 番号]，日中にご連絡できるお電話番号， 

ご使用環境（機器構成、 0 S など），故障状況（どラなったか） 

•修理品を梱包してください 

-上で用意した物を修理品と一緒に梱包してください。 

-輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱 • 梱包材にて梱包してください。 

※ご購入時の箱 • 梱包材がない場合は、厳重に梱包してください。 

•修理をご依頼ください 

• 修理は下の送付先までお送りくださいますよラお願いいたします。 

※原則として修理品は弊社への持ち込みが前提です。送付される場合は、発送時 
の費用はお客様ご負担、修理後の返送費用は弊社負担とさせていただきます。 

•送付の際は、紛失等を避けるため、宅配便か書留郵便小包でお送りください。 


送付先 〒920-8513石川県金沢市桜田町2丁目84番地 

アイ-オー-データ第2ビル 
株式会社アイ • オー • データ機器修理係宛 


修理品の返送 


• 修理品到着後、通常約1週間ほどで弊社より返送できます。 

※ただし、有償の場合や、修理内容によっては、時間がかかる場合があります。 

• 修理品の返送日につし彳ては以下の窓□にお問い合わせください。 


•サービス窓口 

お問い合わせの際は、ご依頼の際にメモに控えた内容をお伝えください。 


電話番号 

076-260-3663 

受付時間 

9:30〜12:00 13:00〜17:00 


月〜金曜日（祝祭日を除く） 
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